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サイの御教え

1992年夏期講習の御講話

創造の神秘

この世の⿃や獣は
教育を受けていないにもかかわらず

節度ある⽣活を送っている
⼈間は知能に恵まれているのに

なぜそのような感覚に⽋けているか？

神の愛の化⾝たちよ！ 現代⼈は、⿃のように空を
⾶び、⿂のように海を泳ぐ⽅法を⾝につけました。
しかし、地上で⼈としてどう⽣きるべきかは、⾝に
つけていません。科学は空を⾶ぶことや海を泳ぐこ
とを⼈間に教えることができます。しかし、⼈は地
上で⼈としてどう⽣きるべきかを教えることができ
るのは宗教だけであり、科学にはそれはできませ
ん。ですから、もし科学が⼈間の全⾯的な発達を促
そうとするならば、宗教の助けを借りなければなり
ません。宗教とは、いくつかの教義に盲従すること
ではありません。宗教は、⼈が識別⼒と神聖な価値
に基づいて⼈としての⽣の最終⽬標に到達すること
を、助けるものです。

すべての宗教〔伝統宗教〕は、
善いことだけを教えている

それらを正しく理解して、⼈⽣を律するべし
⾃分の⼼が善良であれば

宗教の中に悪を⾒つけることができようか？

ですから、どの宗教も決して悪いものではありま
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これだけではありません。創造物すなわち⾃然界
が機能するための⽅法は、⾔葉では表せないほど驚
くべきものです。例えば、⼈間が吐き出した⼆酸化
炭素は植物に取り込まれ、植物が放出した酸素は⼈
間に吸い込まれます。⾃然界におけるこうした互恵
的な取り決めは、誰が作ったのでしょうか？ プラン
ダラダーサといった詩聖たちは、全能の主への賛美
を次のように歌っています。

⼭の岩の隙間に⽣える⼩さな灌⽊（かんぼく）や、
巨⼤な樹⽊に⽔をやり、

⼿⼊れをし、育ててきたのは誰か？
美しい孔雀（くじゃく）の体や尻尾を、

これほどまでに魅⼒的な⾊で描いたのは誰か？
緑の体と⾚いくちばしという、

オウムのすばらしい配⾊をデザインしたのは誰か？

科学者は、こうしたことの⼀切を「⾃然の法則」
だと⾔い抜けるかもしれません。しかし、科学者は、
⾃然を超越することや、⾃然界に存在する物質なし
で済ますことが、できるでしょうか？

科学者たちの「創造」と⾔われているもの

科学者が⾃分たちの「創造」であると主張してい
るものは、⾃然界に存在する基本的な物質の組み合
わせから得られたものにすぎません。例えば、科学

せん。だからこそ、偉⼤な科学者アインシュタイン
は、科学なき宗教は不具であり、宗教なき科学は盲
⽬であると公⾔し、⼈類の必要に応えるためには、
科学と宗教の分別ある結合が必要である、というこ
とを強調したのです。

すべての宗教は⼈間的価値を強調している

宗教は、統合的な⼈格の発達を促進する上で、⾮
常に⼤きな助けとなるものです。宗教は、多様性の
中の単⼀性を強調しています。真の宗教は、すべて
の宗教の調和と単⼀性を説いています。すべての宗
教の本質と⽬的は、マインドとハートの清らかさを
達成することです。どの宗教も独⾃の戒律と原則を
持っています。しかし、憎むことや⾮真や不義を教
えている宗教はありません。「真実を語りなさ
い」、「正義を実践しなさい」――ウパニシャッド
はそう指⽰しています。同様の聖なる指⽰は他のど
の宗教にも⾒られます。

このように、すべての宗教は⼈間的価値を強調
し、⼈類の適切な進歩と発展のための道標として役
⽴っています。それらはすべて、⼈に内在する神性
の顕現を促進するものです。ところが、現代⼈、特
に若者は、古くからの⽂化や神聖な価値を忘れ、現
代の科学技術に誘惑されて、神に別れを告げていま
す。

しかし、時が経つにつれ、科学者⾃⾝も、宇宙は
何らかの神聖な⼒に導かれている、⽀配されてい
る、という⾒解に傾いてきました。宇宙に存在する
無数の星や惑星は、とてつもないスピードで回転し
ています。もし、その軌道や速度から少しでも外れ
たら、宇宙の⼤惨事となるでしょう。いったい誰が
その速度や軌道を守るよう命じたのでしょうか？

科学者と創造主の違い

現代の科学者は⼈⼯衛星を作り、それらは地球の
周りを回っています。しかし、それらの衛星は数⽇
か数ヶ⽉で墜落したり炎上したりしています。⼀
⽅、神の創造物である惑星は、太古の昔から規則正
しく周回し、墜落したり炎上したりすることもあり
ません。光は、秒速１８万６千キロマイルで進みま
す。これだけのスピードがあっても、光が太陽や星
団や星座の周りを回るには何年もかかります。天の
川には私たちの知らない星が無数にあります。その
中には、誕⽣から⻑い年⽉を経ているにもかかわら
ず、まだその光が地球に届いていない星もありま
す。科学者でさえ、創造物のこういった側⾯を完全
に理解することにおいては、沈滞しています。創造
の神秘のほんの⼀部を発⾒しただけで誇らしげに慢
⼼を膨らませる科学者と、何の誇⽰も慢⼼もなく、
平安に、静かに、忍耐強く、愛情深く全宇宙を動か
している創造主（神）の違いは、どれほどのもので
しょう！
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者は⽔素と酸素を組み合わせて⽔を作り出します。
ですが、では、どこの科学者が⽔素と酸素を⽣成あ
るいは創造したのでしょうか？ これらの元素は太陽
の光によって⽣成されます。同様に、科学者が作り
出すものはすべて、⾃然界にすでに存在している物
質の順列と組み合わせに基づいているのみです。こ
の事実は、ほとんどの科学者が都合よく無視してい
ます。⾃然のミステリーや神秘に思いを馳せるとき、
愚か者でさえ、それらのすばらしい現象の背後にあ
る、神聖な⼒の存在を認めざるを得ないでしょう。

別の例で考えてみましょう。世界には５０億８千
万⼈近くの⼈類がいます。しかし、これほど莫⼤な
数の⼈⼝の中で、⼆⼈が全く同じ顔の⼈はいない、
というのは驚くべきことです。神以外、どのクリ
エーターがこれほど超絶な業をなせるでしょうか！ 
現代のクリエーターが製作する品物は、同じ型で作
られるため、どれも同じです。なんという違いで
しょう！ ですから、学⽣諸君は、創造の神秘を理解
するよう努めるべきです。

⾃然界のバランスを崩す科学者たち

私たちには、被造物を軽く⾒て、被造物は知覚を
有しない⾃然にすぎない、と考える傾向があります。
そのため、それこそが⾃然を制御し、⾃然のさまざ
まな構成要素の間に適切なバランスを与えているも

のである、知覚を有する原理を無視しているのです。
科学者や科学技術者たちは、利⼰的な興味や名声を
追い求め、社会と国家の安全と幸福にはまったく注
意を払わず、⾃然のバランスを崩して、社会全般に
災害や損害や苦痛を招いています。例えば、海⽔に
は地球で必要とされる１０年分以上の空気が含まれ
ています。空の⼀回の雷は全世界で必要とされる電
⼒のゆうに２０年分を放出します。

巨⼤なダムを建設して⼤量の⽔を⼀ヶ所に貯める
ことで、その⼟地の地盤が沈下し、その結果、シー
ソーのように別の⼟地の地盤が上昇します。科学者
や科学技術者による、鉱物、雲⺟、⽯炭、⽯油、そ
の他のオイルを掘り出すための、さまざまな種類の
鉱⼭など、天然資源を無差別に開発することは、五
⼤元素のバランスを崩し、汚染をもたらし、地震や
噴⽕といった⼤災害を引き起こします。

産業、⼯場、⾃動⾞などの急激で過剰な増加は、
⼤気汚染と共に、好酸球増多症、喘息、難聴、肺炎、
腸チフスなどの増加の原因となっています。しかし
ながら、科学それ⾃体は悪くありません。必要なの
は、⼈間が思慮分別を持って科学を正しく使うこと
です。

学⽣は神の存在を信じていなければいけない

現代の学⽣たちは、科学者の⾔うことを盲信し、
疑うことなく信じています。その⼀⽅で、どんなに
やかましく⾔われても、神への信⼼を持ちません。
親愛なる学⽣諸君！ 第⼀に、神の存在を信じること
です。その単純な理由の⼀つに、あらゆる⾔語の辞
書には、他のさまざまな単語に混じって「神」とい
う単語が⼊っている、ということがあげられます。
どんな辞書にも、⿃や獣といった⽣き物や、無⽣物
など、この世に存在するものを指す単語しか載って
いません。この世に存在しないものは、辞書には
載っていません。「神」という単語がすべての辞書
に載っているという事実は、神の存在を証明するの
に⼗分です。たとえあなたが辞書に載っているもの
のいくつかを⾒たことや体験したことがなくても、
それを⾒たり体験したりした⼈たちは他にいます。

ですから、辞書に記載されているものの存在を、
あなたの限られた経験に基づいて否定することはで
きません。あなたが神を体験していなくても、神を
体験した⼈がいるからこそ、「神」という単語が辞
書に載っているのです。「空花（空華：くうげ）」
（sky-flower）、「兎⾓（とかく）」（rabbit-
horn）など、この世に存在しないものを指す単語も
ある、と主張する⼈もいるかもしれません。しか
し、それらは単語ではなく別の２つの単語を組み合
わせた複合語である、ということを分からなければ
いけません。「空」と「花」という単語は、それぞ
れ存
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在するものを指しています。同様に「兎（うさ
ぎ）」も「⾓（つの）」も存在します。しかし、
「空花」「兎⾓」という⼈⼯的な造語に当てはまる
ものは、この世には存在しません。

神の創造物の神秘

ある科学者が、霊性⽤語で使われているパラマ・
ハムサ（⾄⾼の⽩⿃）という単語の意味を知りたが
りました。その科学者は、⽩⿃がミルクの混じった
⽔にくちばしを浸してミルクと⽔を分けるように、
パラマ・ハムサは適切な探究とその結果としての知
恵によって、アートマ（真我）とアナートマ（真我
でないもの）を分けるのだ、と⾔われました。科学
者が逆に、⽩⿃にミルクと⽔を分ける能⼒を与えた
のは誰か、と問われると、科学者は、⽩⿃のくちば
しから分泌される酸がミルクの混じった⽔に触れる
と、酸がミルクを硬化させ、ミルクと⽔を分離させ
るのだ、と答えました。しかし、であれば、その酸
を⽩⿃のくちばしに⼊れたのは誰か、という疑問が
⽣じてきます。どこかの科学者が⼊れたのでしょう
か？ いいえ、そのようなことをするのは神だけです。
これは、まさしく、神の創造物の神秘です！

今から５０年ほど前、科学者たちは「原⼦エネル
ギーに勝るものはない」と考えていました。もしこ
れ以上、原⼦⼒の核分裂を進めたら、⼤惨事になる

と恐れていました。しかし、この５０年の研究と実
験の後、科学者たちは、原⼦⼒よりも⼤きな⼒があ
ることを発⾒することが可能になりました。同様
に、今は神の体験がない⼈も、例えば、１０年後に
は体験するかもしれません。神性はすべてに浸透し
ています。このことを固く信じることです。神への
信⼼がなければ、⼈としての⽣は無駄になってしま
います。物理科学と共に、少なくともスピリチュア
ル・サイエンス〔精神科学／霊性の科学〕をある程
度は理解するよう努めるべきです。

不必要な疑念に余地を与えない

最近の学⽣は、不必要な疑念に余地を与えるよう
になりました。ある⻘年が私のところにやって来て
⾔いました。

「スワミ！ シャンカラは、ブラフマンは実在で、
世界は幻である、と断⾔しました。ですが、実在す
ると⾔われるブラフマンは、どこにも⾒えません。
⼀⽅、私たちは、⽇常⽣活の中で、幻の世界と⾔わ
れるものを、利益と損失、喜びと悲しみの⼀切と共
に、それも１年や２年どころか、何年もはっきりと
体験しています。それなのに、どうしてこの世は幻
想だと信じられますか？」

それに対して、私はこう答えました。
「私のいとしい⻘年よ！ そのような疑問について

考えて、時間を無駄にしてはいけない。なぜ、ブラ

フマンやこの世の実在性や⾮実在性について気をも
むのですか？ その疑問はそれら（ブラフマンとこの
世）に任せておけばよいのです。まずは、⾃分⾃⾝
の真実を⾒いだすことです。あなたは、⾃分は実在
すると思っているかもしれません。けれども、実在
すると⾒なされるのは、過去・現在・未来という３
つの時間すべてにおいて、どんな変化もしないもの
だけです。この基準に照らし合わせると、あなたの
体は、刻々と変化し、また、いつでもすっかり消滅
してしまう可能性もあるのですから、幻であると⾒
なされます。同じことが、この世の他のものについ
ても⾔えるのです」 

現代の若者は、⾃分は何も変わらないと主張し
て、⾃分の体は、⽣まれた時、幼少期、⻘年期、成
⼈期、⽼年期、死ぬ時と、刻々と姿が変わっていく
ことを免れない、という事実を忘れています。この
ように、この世のすべてのものは刻々と変化してお
り、それこそが、この世は幻であるとされる理由な
のです。シャンカラは、この世はまったくの⾮実在
である、とは⾔っていません。シャンカラがこの世
は幻だと⾔ったのは、この世には実在と⾮実在が混
在し、ある時は現れ、ある時は消えるからです。し
かし、学⽣諸君は、幻の世界の根底には実在の基層
がある、ということを理解すべきです。これは、
今、私のテーブルの上にある銀のお⽫で説明するこ
とができます。このお⽫は、明⽇にはコップに、あ
さってに
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はスプーンに変えることができます。けれども、そ
ういった変化する名前や形態の中に潜んでいる物質
は、変化することのない銀であり続けます。それで
も、銀とカップ（あるいはお⽫）は分離できません。
それと同じように、ブラフマンという不変なる実在
が、常に変化している幻の世界の根底にある基層な
のです。

「疑う者は滅びる」

現代の学⽣は、いくつもの疑念の犠牲になってい
ます。なぜなら、学⽣のレベルまで降りてきて物事
を明確に説明することのできる有能な教師が少ない
からです。この講堂の後ろの壁に掲げられているス
ローガン、「サムシャヤートマ ヴィナーシャティ」
（疑う者は滅びる）と「シャラダーヴァーン ラバ
テー グニャーナム」（信じる者は英知を得る）の意
味を、学⽣たちに理解させましょう。悟りには、ニ
シサムシャヤム（疑いからの解放）とシュラッダー
（信⼼／シラッダー）の両⽅が必要であり、それは
ちょうど、光が現れるにはプラスとマイナスの電流
が必要なのと同じです。したがって、⼀⽅には疑念
からの解放、もう⼀⽅には信⼼が必要であり、それ
らが２つの⼟⼿を形成し、それらに沿って、あなた
の⼈⽣という川が流れていくべきなのです。そうす
れば、最終的にその川を神の恩寵という海に合流さ
せることができるでしょう。

⼥性聖者ミーラーは⾔いました。
「あらゆる苦難を乗り越えて、私は世俗の⽣活と

いう海の深くに潜り、ついにクリシュナの御名の中
にある貴重な真珠を⼿に⼊れました。もしもこの真
珠を失ったなら、⼆度と⼿に⼊れることはできない
かもしれません。ですから、おお主よ！ あなたは私
の唯⼀の避難所なのです」

あなた⽅学⽣も、このような⻩⾦の機会（夏期講
習）は⼆度と得ることができないかもしれません。
ですから、今、あなたの⼿に届く、貴重な考えとい
ういくつかの真珠を、注意深く保管すべきなのです。
そうすれば、それらは⽣涯を通じてあなたの役に⽴
つことができるでしょう。

サティヤ サイ ババ述
1992年5⽉26⽇

ブリンダーヴァンの⼤学講堂にて
Sathya Sai Speaks Vol.25 Ch18
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地⾯に椰⼦の⽊が⽣えているとします。椰⼦の⽊の
影は、地⾯の前⽅に伸びています。影はこの世であ
り、椰⼦の⽊は実在です。椰⼦の⽊に登って、てっ
ぺんの椰⼦の実に⼿を伸ばしなさい。そのとき、あ
なたの影も椰⼦の実の影に⼿を伸ばします。これは
つまり、サーダナをして⽬標に到達しなさい、そう
することによって、あなたはこの世の幸せと平安に
も到達する、ということです。

もし誰かに奉仕するため、助けるため、慰めるため、
励ますために⼿を動かすなら、それは神のために⼿
を動かしているのです。なぜなら、どの⼈の中にも
神がいるからです。体は個⼈の魂の寺院であり、世
界は全宇宙の魂の寺院です。あなたの才能のすべて
を、他の⼈々に奉仕するために使いなさい。それは
あなた⾃⾝に奉仕する⼀番の⽅法です。というのも、
⼈々とあなたは⼀つのものだからです。

あなたのあらゆる切望が実を結ぶ時が、急速に近づ
いています。私はどの特定の場所にも属していませ
ん。私は全世界のために来ました。すべての⼈は私
のものです。どこに建っていても、病院には私の祝
福があります。

本に英語以外の⾔葉の意味と写真を添えて送ります。

祝福と共に

ババからのお⼿紙

最終⽬標に意を
定めなさい

私の親しき愛する者よ、

あなたと、あなたの友であるすべてのサーダカを祝
福します。しっかりとした信仰⼼を持って、霊性修
⾏を続けていきなさい。急いだり、あまりに早い結
果を期待したりしてはなりません。ゆっくり熟すこ
とで、果物は⽢くなるのです。

あなたは主の⼿の中にある道具であるということを
覚えていなさい。しかし、あなたはジャダすなわち
⾃動⼒のないものではありません。あなたには、知
能、識別⼒、そして、この世に対する⾃分の執着を
解く⼒があります。この三つは、ヴィヴェーカ、
ヴィチャクシャナ、ヴァイラーギャムと呼ばれてい
ます。これらを伸ばせば伸ばすほど、あなたは良い
道具になります。知能は、感官を服従させることが
できなければいけません。識別⼒は、永遠と完全に
⾄る道を⽰さなければいけません。ヴァイラーギャ
ムは、あなたをより⾼い⽬標だけに執⼼させなけれ
ばいけません。

道を歩いていると、道の出っ張りにも、くぼみに
も、その⼈の影ができます。道端に茨やゴミがあろ
うが、影が何に遭遇しようが、その⼈は気にしませ
ん。あなたは本体であって、影ではありません。あ
なたは体の中に⼊れられている神の⽕花であって、
体ではありません。
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シュリ・サティヤ・サイ・ババ
プラシャーンティ・ニラヤム

1965年8⽉11⽇
Prema Dhaara Part2 pp102-103
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サイの御教え

1978年
ヴィジャヤ ダシャミーの

ババの御講話

第⼀の敵

今⽇の世界は、恐れ、不安、あらゆる種類の恐怖
症に悩まされ、病床でのた打ち回っています。しか
し、それを治して健全な状態に戻す治療法がないわ
けではありません。世界を正すことのできる治療法
とは何でしょう？ ⼈間が、⾃分の⾼尚な運命、受け
継いできた貴重な財産、⽣まれ持った強さと美徳に
気づくことです。そうすれば、今⽇の病的な状況を
引き起こしている、憎しみ、貪欲、猜疑⼼（さいぎ
しん）を取り除くことができます。兄弟愛の絆を深
めることは、さまざまな実践者が提案している治療
法です。しかし、それだけでは⼗分ではありませ
ん。平和と調和は、⾃分たちは兄弟だと⾔い合って
も確保できるものではありません。私たちは、同じ
⺟親から⽣まれた兄弟姉妹が互いに争い、互いを信
頼し合うことがほとんどないという状況を⾒ていま
す。彼らは怒りや妬みで⼼を汚し、⼈⽣を惨めなも
のにしています。⼦が親を敬う気持ちや、兄弟が協
⼒し合う姿は、今の⼈類にはほとんど⾒られませ
ん。兄弟で財産の取り合いをし、時間とお⾦の⼤半
を裁判に費やして、復讐⼼を燃やしています。

⾃分の強さや⼒に対する慢⼼は、結果として多く
の⼈に傷を負わせることになりかねませんが、その
慢⼼が⼀番傷つける相⼿は⾃分⾃⾝です。慢⼼は、
⼈間に取り憑く（とりつく）悪魔のようなもの（祓
うのが難しいもの）です。他者を破滅させ、他者を
踏み台にすることを促すそのエゴをサーダナ（魂の
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償わなければならないカルマがなくなると⽣は短く
なる。この⼀切は、古い借⾦を返済するためなの
だ」。しかし、このようなことを⾔っても、悲しむ
隣⼈を慰めることはできません。というのも、息⼦
を失った当事者は隣⼈だからです。エゴが起き上が
ると知恵は台頭できません。「⾃分の息⼦」という
気持ちが、当事者の悲しみと、そうでない⼈が平気
でいられる、根本的な理由です。

私たちは、⾃分たちのために家を建て、それが
「⾃分たちのもの」であることを喜びます。家の壁
に映画のポスターを貼られると、「⾃分たちの家」
が汚されたと感じ、裁判までしてその犯⼈を懲らし
めます。選挙の時期になると、⼈⽬につく不快なス
ローガンで壁の外観が損なわれ、「⾃分たちの」壁
を汚したとして、あらゆる⼈と⼝論になります。し
ばらくすると、「⾃分たちの家」を誰かに売って、
引っ越していきます。それ以降は、たとえその家に
爆弾が落とされても、少しも胸を痛めません。⻑い
間胸が痛んだのは、すべてエゴによるものだったの
です。こうしたエゴは、どうやって⼊り込んでくる
のでしょうか？ それは、私たちの中に芽⽣え、私た
ちによって育てられ、私たちを根こそぎ破壊してし
まう雑草なのでしょうか？ そうしたエゴは、初めは
どこにあったのでしょうか？ 私たちが⽣まれる前は
どこにあったのでしょうか？ 私たちは死んだ後は、
どこにあるのでしょうか？

鍛錬）によって破壊するまでは、⼈は⾃分を⼈間で
あると主張することはできません。バガヴァッド・
ギーターは、「ニル マモー、ニル アハンカーラ
ハ」（「私のもの」や「私」のない状態）になるべ
しと、⼈に説いています。⼈に内在する神は、「私
のもの」や「私」という闇の⼒が⼒を失ったときに、
初めて現れるのです。

エゴに打ち勝つのは、ほとんど不可能な仕事です。
⼈⽣のあらゆる瞬間に⼈間を悩ましている、6つの
内なる敵について聞いたことがあるでしょう。しか
し、「私」や「私のもの」という感覚は、それより
さらに根深いのです。⼈間は、情欲、怒り、貪欲、
執着、慢⼼、憎しみという、6つの敵を打ち破って
きました。実際、その勝利を収めた⼈は⼤勢います。
けれども、⾃分のエゴを破壊して、エゴの邪悪な衝
動から逃れた英雄は、実に稀（まれ）なのです。

エゴは親友を敵に回す

エゴは茨であり、それをハートに植えて育てると、
⼈はその代償を払わなければならなくなります。エ
ゴは、親しい友⼈を敵に回し、多くの善⾏や事業を
台無しにします。というのも、エゴは⼆⼈の⼈間が
いっしょに働くことを許さないからです。悲しみは、
影のようにその後に付いてきます。エゴのないとこ
ろには、喜び、平和、勇気、協⼒、そして、愛が花

開きます。⾃分を動かしているのと同じ神の意識
が、他のすべての⼈を同じように動かしているとい
うことを認識したとき、愛はエゴを後ろへ追いやっ
て、その⼈の⾏動と⾔葉と思考を司るようになりま
す。

エゴが起き上がると知恵は台頭できない

次の出来事を考えてみましょう。ある男が突然息
⼦を亡くし、⼤きな悲しみに包まれました。そこ
で、隣⼈が男のもとへ⾏き、あれやこれやと論じた
り、逸話を聞かせたりして慰めようとしました。
「親しき友よ！ なぜ⼈は⽣まれるのか？ なぜ⼈は
死ぬのか？ ⼈が⽣まれる理由は、⼈が死ぬ理由でも
ある。誕⽣は死を意味する。運命は私たちと奇妙な
ゲームをしているのだ。私たちは⼈形劇の⼈形にす
ぎない。⼈が死んで悲しむことに何の意味があ
る？」。隣⼈は、⾃分が知っているすべてのヴェー
ダーンタ（無執着の哲学）を遺族の⽿に注ぎ込みま
した。けれども、遺族の悲しみは、⾃分でその真実
に気づくまで、変わらずに続きます。

数ヵ⽉後、その隣⼈が息⼦を亡くしました。今度
は数ヵ⽉前にヴェーダーンタの⼀切を聞き⼊れた男
が隣⼈のもとにやって来て、⾃分がされたのと同じ
質問を何度も繰り返しました。男は⾔いました。
「⼈は⾃分のカルマ（運命付けられている⾏為とそ
の結果）が残っているかぎり⽣き続けるものであ
り、
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私たちの考えや推測はすべて、⽣まれてから死ぬ
までの間の産物にすぎません。⾃分と結婚した⼥性
が⼦供のころに重い病気にかかったときには、その
⼥性は「⾃分のもの」にはなっていなかったので、
⼼配することはありませんでした。私たちは、この
種の執着を、⼈⽣の結合と安定をもたらす要素とし
て育んでいます。ところが、私たちはこの執着を、
魂の進歩の妨げとなるほど⼤きくしてしまうのです。
迷妄ではなく、愛を育みなさい。⾃分の妻や⼦供を
愛し、夫として、⽗親としての義務を果たしなさい。
しかし常に真の価値を持ち続けていなさい。平衡感
覚を失くしてはなりません。

すべての縁戚関係は基本的に⾝体上のものでし
かない

例をあげましょう。細くて背の⾼い椰⼦の⽊が⾵
で揺れています。その下の砂地に⻑い影ができてい
て、その影も揺れています。神は実物であり、この
世はその影です。あなたは椰⼦の実が欲しいと思い
ましたが、影を⽊と勘違いして、細くて暗い影の線
に沿って歩いていって、椰⼦の実の影をつかみまし
た。これがあなたの迷妄です。そうではなく、実物
の⽊に登りなさい。そうすれば、椰⼦の実は⼿に⼊
ります。そうしている時、あなたの影も、暗い影の
線に沿って歩いて、椰⼦の実をもいでいるように⾒
えます。ですから、愛の道、神の道を進んでいけば

あなたは両⽅の世界を⼿に⼊れることができるので
す。愛はあなたのハートをとても⼤きく広げるので
あなたは親類縁者に対する⾃分の義務から逃げだす
ことはできなくなるでしょう。〔しかし、〕妻、息
⼦、⺟――すべての縁戚関係は、基本的に⾝体上の
もの、体に縛られたもの、時間制限のあるものであ
るということを、常に忘れずにいなさい。

エゴは、次から次へと欲求や願望の波をあなたの
⽬の前に寄せ、それを⼿に⼊れるようにとあなたを
誘惑します。それは決して終わりのない輪です。で
すから、あなたのエゴの輪から解放されるために、
欲求を減らし、愛の範囲を広げるよう努めなさい。
⽣きることは、多くの対⽴、交際や別離、闘争や無
視を伴うものです。私たちは、⼆種類の接触――
ヴィヨーガ（不快な分離）とサムヨーガ（快い結
合）の両⽅を⼿放す必要があります。神に執着すれ
ば、この世の迷妄は⾃動的に消え去ります。ヒラン
ニャークシャ、ヒランニャカシプ、カムサ、ラー
ヴァナ、その他の者たちの場合を考えてごらんなさ
い。彼らは、幸せで平安でいるための富と⼒のすべ
てを持っていました。しかし、彼らは⾃分のエゴに
⽀配され、ついには破滅に⾄りました。

僧侶にはエゴの詰まった慢⼼があってはならな
い

エゴは、賢者、学者、教師、敬虔な求道者を、普
通の⼈以上に攻撃します。彼らのエゴは、彼らに、
⾃分は議論で誰にでも勝てる、⾃分は⼀番学識があ
る、⾃分は最も神に近い存在だ、と断⾔させます。
エゴが⼊り込むと、その後をすぐに妬みが追いかけ
てきて、ハートを占領してしまいます。

宗教団体を傘下に持つグルの中には、あなたが今
年のダシャラー祭にプッタパルティに⾏くと⾔う
と、あなたを笑う者もいます。彼らは「ということ
は、あなたもサイババ狂の犠牲者になったのか？」
と、あなたをからかいます。それとは反対に、彼ら
は、「それはよかった！ ⼼の安らぎを得ることがで
きる場所、アーナンダ（神聖な⾄福）を得ることが
できる場所、神性を⾃覚することができる場所には
喜んで⾏くべきだ。あなたがそのような場所を得た
ことを、私は嬉しく思う。神は⼀つであり遍在なの
だから」と⾔って、喜ぶべきでしょう。

⻩⼟⾊の袈裟（けさ）〔捨離の印〕を着ている僧
侶には、エゴの詰まった慢⼼や妬みがあってはなり
ません。私は常々、神はどこにでも、誰の中にもい
ます、すべての名と姿は神のものです、と語ってい
ます。私はあなた⽅に、あなたが静かにサーダナを
⾏える場所、神性の雰囲気を感じられる場所、愛を
受けとれる場所、奉仕を通して愛を育める場所に⾏
くよう、指⽰します。
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アルジュナが巨⼤なカーンダヴァの森を灰にした
ときには、エゴが頭をもたげることはありませんで
した。しかし、カウラヴァ軍の前に⽴ったとき、エ
ゴはアルジュナに逃げろと⾔いました。アルジュナ
はその戦いのために膨⼤な準備をし、⻑年にわたる
苦⾏と冒険の末に特別な武器を集めていました。ク
リシュナは、⾃分がカウラヴァ軍との調停に⼊り、
カウラヴァ軍がパーンダヴァ軍の嘆願を聞いてくれ
れば、戦争を回避することができる、と申し出まし
た。アルジュナはクリシュナに異議を唱え、それは
失敗するに違いないと⾔いました。「ジャスミンの
花は、⽕に投げ⼊れられても⾹りを放つことができ
るでしょうか？ なぜ、聞く⽿を持たない彼らにあな
たの優しい説得の⾔葉を語って⾔葉を無駄にするの
ですか？ 命を奪う猛毒から命を⽀える⽢露を得るこ
とができるでしょうか？ あなたは彼らの中に⼊って
いくことで嬉しいかもしれません。しかし、私は戦
いに賛成です。今この瞬間も」

それほど勇敢で好戦的だったアルジュナが、突然、
エゴの迷妄に襲われたのです。アルジュナは⾔いま
した。「私には、墓地を統治したいという願望はあ
りません。⾃分の親族を殺すくらいなら、物乞いを
して暮らすほうがましです」。するとクリシュナは、
ギーターの中でアルジュナにこう⾔いました。「ニ
ルマモー ニルアハンカーラハ プラシャーンティム 
アドヒガッチャティ」――『私』や『私のもの』の

ない状態、つまり、これは『私』である、これは
『私』ではない、これは『私のもの』ではない、と
いった性癖をなくした者だけが、プラシャーンティ
（より⾼次の平安）に到達できるのだ」と。

サティヤ サイババ述
プラシャーンティ ニラヤムにて

1978年10⽉11⽇
Sathya Sai Speaks Vol.14. Ch12
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あなた⽅は今、⻑い⼈⽣という旅の第⼀段階にい
ます。あなた⽅の前にはたくさんの⼤きなタスク
〔課業〕があります。あなた⽅には、⺟国を幸せで
豊かな国にするために果たすべき、たくさんの義務
があります。今の少年少⼥たちは、未来のお医者さ
ん、エンジニア、役⼈、農夫、商⼈です。この広⼤
な国を発展させ、守り、何万という家庭に喜びをも
たらしなさい。インドと世界には、莫⼤な物質的資
源がありますが、それらの資源を⼈のために使うこ
とができるよう、あなた⽅のハートと⼿は、Will
〔意志〕とSkill〔技能〕を提供しなければなりませ
ん。⾃分の準備を整えて、その役⽬に備えなさい。
あなた⽅が、⼈々に仕える、強くて、勇敢で、私⼼
のない召し使いへと成⻑するよう、私はあなた⽅を
祝福します。サイはいつもあなた⽅と共にいます。
サイは⼦供たちをとても愛しています。なぜなら、
⼦供たちは、規律を守り、献⾝的で、いつも喜んで
⾃分の義務を⾏うからです。

愛と祝福を込めて
ババ

Prema Dhaara II No.32

ババからのお⼿紙

バール・ヴィカス
の⽣徒たちへ

ブリンダーヴァンにて
愛しい⼦供たちよ

私の愛と祝福を受け取りなさい。あなた⽅の兄
弟、姉妹、両親、先⽣⽅への祝福も。あなた⽅のク
ラスは「バール・ヴィカス」〔⼦供の開花〕という
名前が付けられています。「ヴィカス」の意味は、
咲く、花が咲く、というものです。花は私たちを喜
ばせてくれます。なぜなら、花は美しく、よい⾹り
がして、活きいきとしているからです。⼦供はみん
な、それぞれがサイの庭の花です。⼦供の柔らか
さ、無邪気さ、純真さは、⼈を⼦供に引きつけま
す。⼦供はたいへん愛に満ちているので、そのお返
しに、誰もが⼦供を愛します。⼦供は利⼰的ではあ
りません。⼦供は他の⼦供たちと⾃由に遊びます。
⼦供はいつも本当のことを話します。⼦供は⾃分の
好きなものを遊び友だちと分かち合います。その分
かち合いは⼦供に⼤きな喜びを与え、他の⼈たちに
も喜びを添えます。⼦供たちよ！ これらの価値を育
てなさい。それから、⾃分ができるときには、いつ
でも他の⼦供を助けなさい。そして、両親が助けを
必要としているときには、両親を助けなさい。両親
を幸せにしなさい。両親があなたとあなたの善良さ
を誇りに思うような⼦供になりなさい。あなた⽅の
グル〔導師〕である先⽣⽅の教えをよく学び、先⽣
⽅があなた⽅に守るようにと助⾔する「すべきこ
と」と「してはいけないこと」を守るよう努めなさ
い。



サッティヤム
シヴァム

スンダラム 5
第54回

物や⾏われたプログラムの数で計られるべきもので
はなく、⼈々の福祉、健康や幸福への貢献の度合い、
また、奉仕を捧げたすべての活動における神への愛、
信仰の深さという観点から計られるべきです」

1985年11⽉14⽇にプラシャーンティ・ニラヤムで
始まった10⽇間の御降誕祭は、それまでの3年間に
世界中のサティヤ・サイ・オーガニゼーションで⾏
われていた祭事の頂点を極めるものでした。それは
光と歓びの⽐類なき祭典でした。その10⽇間にプラ
シャーンティ・ニラヤムで起こったことは、驚くほ
どすばらしい奇跡でした。最終⽇の23⽇には、少な
くとも40万もの⼈がいました。その全員が、10⽇の
間、⽇に4度の⾷事を完全に無料で与えられました。
祝典の間に出された⾷事の数は合計で800万⾷以上
におよびました！ さまざまな種類の菜⾷の料理が作
られ、さまざまな国からやって来た⼈に振る舞われ
ました。巨⼤な厨房や配膳⽤の会場で働いたボラン
ティアの数は、男⼥合わせて2000⼈を超えていまし
た。集まった⼤勢の⼈々のため、祭典を喜びに満ち
たものにするために、少なくとも1万⼈のボラン
ティアが夜を徹して働きました。

その祝典での活動の幅と質は驚くべきものでした。
14⽇から16⽇まで、シュリ・サティヤ・サイ⾏政区
の村々に医療キャンプが設営されました。そこでは
インドのあらゆる地域、そして海外の数か国から

やって来た数百⼈の医師が、健康を必要とする何千
⼈という村⼈たちのために働きました。医療キャン
プのうちの10のセンターは、プラシャーンティ・ニ
ラヤムで10⽇間昼夜問わず開いていました。26⽇に
はナーラーヤナ・セヴァがあり、スタジアムに集
まった1万⼈の貧しい村⼈に⾷事が出され、⾐服が
提供されました。バガヴァンご⾃⾝がその幾⼈かに
⾷事を給仕なさり、⾐服を与えて、その奉仕活動を
開始なさいました。16⽇には、60の⼩屋からなるカ
ラナム・スッバンマ・ナガルと名付けられた居住区
がバガヴァン・ババによって開設されました。それ
は、ババが神であることをプッタパルティ村で最初
に悟った信⼼深い⼥性を記念したものでした。その
居住区の家屋は、それを必要とする、あるいは、そ
れにふさわしい家族に寄贈されました。17⽇の朝に
は、マンディルで100⼈を超えるルットウィック
（ヴェーダを唱える僧侶）によるヴェーダの詠唱が
始まりました。詠唱は祝典の最後まで続けられまし
た。

バガヴァンは90冊以上もの出版物の封を切られま
した。それらは、プールナチャンドラ講堂での第四
回世界⼤会の開会式において、ババの60歳の御降誕
祭の奉納物として17⽇の朝、出版されたものです。
世界⼤会の代表者たちは、バガヴァン・ババの⼤歓
迎会を19⽇の午後にスタジアムで⾏う計画を⽴てて
いました。20年から30年という⻑年にわたって

バガヴァン・ババの60歳の御降誕祭の後、そのす
ばらしい祝典の陣頭指揮を執って働いていた者がこ
う述べました。

「このように⼤規模で、また、三年という時を費
やして企画された御降誕祭は、世界中、他のどこに
も⾒当たりません。⼤切なのは、すべての活動が、
その⼤⼩にかかわらず、サイ・オーガニゼーション
によって⾏われたということです。社会の福祉と幸
福を促進するための新しい活動への種⼦、拡⼤し続
ける神性への信念を⽀えるための種⼦が蒔かれまし
た。ババの60歳の御降誕祭をお祝いする際に⽣まれ
た情熱は、祝典が終わったからといって消えてしま
うものではなく、それどころか、本当の仕事はたっ
た今始まったばかりだというのが、アクティブ・
ワーカーたちの⼼情です。

この体験から⽣じた注⽬すべき教訓は、このよう
な祝典の成功、あるいは成果の本当の指標は、催し



サッティヤム シヴァム スンダラム  5

サティヤ・サイ・ヒル・ビュー・スタジアムで、40
万⼈以上が⾒守る中、⼤学の第四回学位授与式が⾏
われました。

どの⾼等教育機関の年代史にも、これほど⼤勢の
熱烈な参列者の前で、絵のように美しい場で執り⾏
われた授与式はありません。⾼名な科学者であった、
Ｅ・Ｃ・Ｇ・スダルシャン博⼠が卒業式のスピーチ
をし、バガヴァンがお祝いのメッセージを述べて、
その巨⼤なコンコースを祝福なさいました。

ヒル・ビュー・スタジアムの「シャーンティ・
ヴェーディカ」〔平安の座〕というぴったりの名前
を付けられた壮⼤なステージは、バガヴァンがダル
シャンを与え、記念すべき御講話を述べられる演壇
としての役割を果たしただけでなく、17⽇から24⽇
までの8⽇間におよぶ⽂化祭のためのステージとし
ての役割も果たしました。⽂化プログラムでは、イ
ンドの国⽴団体によって準備された⼀連の絶妙な⺠
族舞踊やダンス、有名な⾳楽家たちによるコンサー
ト、それから、バガヴァンの学⽣たちによる三つの
劇が上演されました。11⽉20⽇には、アナンタプル
⼤学の⼥学⽣たちが、「イーシュワラ サルヴァブー
ターナーム」〔主はすべての⽣類に宿っている〕と
いう劇を上演しました。21⽇と22⽇には、プラ
シャーンティ・ニラヤム・キャンパスの男⼦学⽣た
ちによって、テルグ語の劇「ラーダー クリシュナ」

バガヴァンと⾏動を共にしてきた帰依者が何⼈か選
ばれ、バガヴァンに祝辞を述べることになりまし
た。その中には、インドのＲ・Ｐ・ラヤニンガル
⽒、Ｇ・Ｋ・ダモーダル・ラーオ⽒、カマラ・サー
ラティ⼥史、Ａ・ムケールジー⼥史、Ｍ・Ｍ・ピン
ゲー⽒、シンガポールのウィー・リン⽒、⽇本の津
⼭千鶴⼦⼥史、アメリカ合衆国のロバート・ボッ
ザーニ⽒、マレーシアのジャガディーサン⽒がいま
した。それと同時に、80歳代の5⼈の帰依者、Ｎ・
カストゥーリ博⼠、Ｎ・Ｓ・クリシュナッパ⽒、
Ｂ・シーターラーマイアー博⼠、Ｔ・クリシュナン
マ⼥史、コーナンマ⼥史という、多⽅⾯にわたって
バガヴァンに仕えてきた⼈たちも、記念品の栄誉に
あずかりました。翌朝、各国からの観衆は、唯⼀無
⼆のゴーダーン（⽜の贈り物）プログラムをスタジ
アムで⽬にしました。彼らの主であるサイ・ゴー
パーラが60頭の乳⽜と、その⽜たちから最初に⽣ま
れた⼦⽜を60⼈の幸運な村⼈たちに直々にお贈りに
なったのです。

11⽉22⽇、シュリ・サティヤ・サイ⾼等教育機関
は、インドで唯⼀、教育的な⽬的として近代的なス
ペースシアターすなわちプラネタリウムを備える⼤
学、という無類の名声を⼿にしました。その独特な
外観をしたスペースシアターは、ババ⾃らの絶え間
ない直接的な指揮の下、記録的な速さで建てられ、
その⽇の朝にオープンしました。午後には、巨⼤な

と、英語の劇「こちらとあちら」が演じられまし
た。どちらもバガヴァン御⾃⾝の監督によるもので
した。前⽉の間中ずっと、ババはこの⼆つのお芝居
の稽古に⾮常な関⼼を持っておられ、学⽣たちに楽
曲の演出、対話の仕⽅、そして、それぞれの役の演
じ⽅まで教えてくださっていました！ 

23⽇の午後には、⾒事に飾り付けられたジュー
ラー（ブランコ）に乗られるバガヴァン、という喜
ばしい光景をながめて、帰依者の⼤集団が⾃らの⽬
を楽しませている中、プラシャーンティ・ニラヤ
ム・キャンパスの上級⽣が、この時のために特別に
こしらえたテルグ語とヒンディー語と英語の歌を、
⼼を込めて歌いました。
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⾊彩豊かな⽂化プログラム

プラシャーンティ・ニラヤムのプラネタリウムの礎
⽯を据えるババ。プラネタリウムはそれから⼀年も

かからずに誕⽣した。

無類の建築

⾊彩豊かな⽂化プログラム
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ムから午前6時45分に出てこられたときには、私た
ちはバジャン・ホールにいました。私たちはスワミ
がホールに⼊ってこられるのを⾒てわくわくしまし
た。おそらく私たちは、その極めて⼤きな意義のあ
る⽇にスワミのダルシャンを受けられる最初の者た
ちだったと思います。スワミは私たち全員をじっと
⾒つめて、喜んでおられるようでした。スワミは、
何⼈かの男⼦⽣徒たちの頭飾りを、もっとよく⾒え
るように直してくださいました。そして私たちに、
『少年たち、朝⾷は⾷べましたか？』とお尋ねにな
りました。
私たちはまだ朝⾷をとっていなかったのですが、

本当のことを⾔ったらスワミは悲しむと分かってい
たので黙っていました。
ババは微笑んで⾔いました。
『分かっています、分かっていますよ！ 君たちは

まだ何も⾷べていませんね。それでどうやってダン
スを踊って、式典の最後まで体をもたせるつもりで
すか？ 終わるのはだいぶ遅い時間になるでしょう。
⼼配いりません。私が君たちに朝⾷を⽤意しましょ
う』
スワミはボランティアを数⼈呼ぶと、朝⾷を持っ

て来るようにとおっしゃいました。私たちは⺟親の
ようなスワミの気づかいにとても感激し、涙を流す
者もいました。それが、スワミの60歳の御降誕祭で、
スワミが最初になされたことでした。朝⾷が出され
ると、すぐにスワミはホールを出て⾏かれました。
私たちが⾏進でスワミのチャリオットの前で踊るこ
とができたのは、⼤いなる幸運でした。⾏進を終え
た後に疲れを感じた学⽣は⼀⼈もいませんでした。
反対に、終わってしまったことが悲しく思えたくら
いでした！」

マイソール出⾝のナーマギリアンマ夫⼈はバガ
ヴァンの古くからの帰依者でした。彼⼥はプッタパ
ルティの「旧マンディル」に何年も住んでいまし
た。バガヴァンの60歳の御降誕祭が終わった後、彼
⼥はこのように⾔いました。

「1950年以前の『旧マンディル』時代には、スワ
ミは私たちだけのものでした。スワミはいつも私た
ちと共に過ごしていました。時には、ただ楽しく、
はしゃいでいただけのこともありました。そんなあ
る⽇のこと、スワミがサカンマ夫⼈と私におっしゃ
いました。
『私の60歳の誕⽣⽇には、何⼗万という帰依者た

ちがこの村にいることでしょう。そのころには、私
は⾃分の⼤学を持っており、⽩⾺に牽かれた⻩⾦の
チャリオットに乗って⾏進をしているでしょう！』

そのとき、スワミはとても真剣なご様⼦でした。
当時、スワミの周りには100⼈もいないくらいで

した。私たちは⼆⼈ともスワミは冗談を⾔っておら
れるのだと思い、笑い出さずにはいられませんでし
た。
スワミは私たちに真⾯⽬な⼝調でおっしゃいまし

た。
『私の⾔うことを信じていないようだね！ サカン

マはそれを⾒るころにはいないでしょう』
それから、私のほうを向いておっしゃいました。
『でも、あなたは⾒ることになります！ ですが、

その時には、これほど私の近くにいることはないで
しょう！』
スワミがそうおっしゃったのは40年も前のことで

すが、今⽇、それが実現したのだと⾔わざるを得ま
せん！ 23⽇の朝、私はスワミを⼀⽬⾒ようと、巨⼤

23⽇、朝⽇が昇ると、ヒル・ビュー・スタジアム
は、四⽅⼋⽅から⼈が流れ込んでいく、⼈の海のよ
うに⾒えました。⾄る所に⼈がいて、誰もがその輝
かしい朝にアヴァターを⼀⽬⾒ようと固唾を呑んで
待っていましたが、太陽は雲に覆われていて、雲の
背後に⾝を隠し、式典が終わるまでずっと⼀度も姿
を現すことはありませんでした。その涼しくて⼼地
よい天候が、プラシャーンティ・ニラヤムに集まっ
た50万⼈の帰依者たちの内なる喜びに期待を添えま
した。そうした幸運な⼈々の何⼈かにその朝のこと
を聞いてみることにしましょう。

マンディルからスタジアムへと続く⾏進の列で
は、バガヴァンの学校から来た約60名の男⼦学⽣
が、バガヴァンのチャリオット（⼆輪⾺⾞）の前を
⾏くバングラとナーガの踊り⼿として参加するとい
う特権を与えられました。彼らの喜びに満ちた体験
は次のようなものでした。

「私たちは朝5時にマンディルへ⾏って、⾐装を
着け、化粧をしました。⾏進は7時半に始まること
になっていました。バガヴァンがインタビュールー
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ストで、純然たる光輝を発していました。ババの両
⼿は⾼く掲げられて振られ、巨⼤な群衆を祝福して
いました。
私は⾃分の⽬で神を⾒ていました！ ババは私の

ラーマであり、クリシュナであり、シヴァ、ドゥル
ガー、イエス、アラー、私のすべてでした！ スワミ
が美しい装飾を施されたシャーンティ・ヴェーディ
カの演壇に上がられると、何⼗万という帰依者たち
が『バガヴァン・シュリ・サティヤ・サイ・ババ
ジ・キ・ジェイ！』と、誕⽣⽇を祝って叫びました。
その勝利と称賛の声は⼤空を震わせたかと思われま
した。急に雲が分厚くなり、空を覆い始めたのです。
私たちの多くが、サイクロンに関する天気予報を思
い出しました。それはアーンドラ・プラデーシュ州
の沿岸を横断するという予報で、この地域に⼤⾬を
もたらすというものでした。ですが、神様がおられ
るというのに何を恐れることがありましょうか？ ⼩
⾬さえ降りませんでした。それどころか、雲は太陽
を遮ってくれる喜ばしい覆いとなったのでした！
バガヴァンは、その御降誕祭の御講話で、サイク

ロンの不思議な消滅についても⾔及しました。バガ
ヴァンは次のように明かされました。

『まさに祭典が始まろうとしていたとき、カス
トゥーリがラジオで聞いたことを私に何度も⾔って
きました。サイクロンが沿岸地域を横断しようとし
ており、ネッローレやオンゴールにやって来ること、
そして、ラヤラシーマ地⽅にも⼤⾬を降らせる、と。
ですが、そうはなりませんでした。どうしてもこの
⽇この場所にいたいという⼈々の信愛が、サイクロ
ンを追い払う楯となったのです。もしサイクロンが
来ていたら、帰依者たちは⼤変な⽬に合っていたこ

な群衆の中、ガネーシャ ゲートの外の道路際に⽴っ
ていました。遠くからスワミのチャリオットが⾒え
たとき、あの予⾔めいた⾔葉が思い出されて涙が出
ました。スワミは私を⾒過ごすことなく、チャリ
オットが私のそばを通り過ぎる時、意味ありげに微
笑んでおられました。スワミは私に『ごらん、あの
時あなたは私の⾔ったことを信じていなかった
ね！』とおっしゃっているような気がしました。今
⽇、⽣きてスワミの栄光を⾒ることができ本当にう
れしい限りです！」

ナイポール・スクデオ⽒は、トリニダード・トバ
ゴ共和国から世界⼤会の代表として、1985年の11⽉
に初めてプラシャーンティ・ニラヤムへやって来ま
した。もちろん、彼は⻑年の間バガヴァンの帰依者
でしたし、⾃国でたくさんのリーラーを⽬にしてい
ました。彼は23⽇にスタジアムで⾒たことを語って
くれました。

「バガヴァンは⻩⾦のチャリオットに乗ってスタ
ジアムに現れました。クルクシェートラの戦場で
シュリ・クリシュナによって操られたのと同じ、そ
の昔ながらの形を模したチャリオットは、⽴派な四
頭の⽩⾺に牽かれていました。チャリオットは、
ナーダスワラム隊、学⽣たちの楽団、華麗な⾐装を
着けた踊り⼿たちに続いて、壮⼤な⾏列の中を進ん
で来ました。チャリオットが私たちのそばを通り過
ぎるとき、私は思わず、『これこそ、カリ・ユガの
アヴァターだ！』と声を上げていました。私たちは
はっきりと、⽢く微笑むババの顔を⾒ることができ
ました。ババの⻩⾦⾊のお顔は、冠のような⿊いい
カーリーヘアと、百合のように⽩い⻭とのコントラ

とでしょう。彼らの帰依⼼が私の⼼の琴線に触れ、
私は決して彼らが不都合な⽬に合うことはないと意
志しました。私はバターのように柔らかいハートを
持っていますが、バターを溶かすにはバターを温め
る必要があります。あなた⽅の帰依⼼がその温かさ
でした。サイクロンはいったいどこへ⾏ってしまっ
たのか、まだ誰も発表していません！ いったい誰が
このような奇跡を予測することができたでしょう
か？』

⾔うまでもなく、明らかにされたこの事実は、と
どろきのような歓声で迎えられました。『サイ・サ
ンカルパ』（サイの意志）の驚くべき⼒を明かし、
いつ何時も帰依者たちを完全に守ることを保証して
くださった御降誕祭のメッセージは、私たちの存在
をより⾼く、⾄福に満ちたレベルへと⾼めてくれま
した。
仲間の帰依者や代表たちと⼀緒に座っていたと

き、私は、カリ・アヴァターラ（カリユガの時代の
神の化⾝）としてのサイの降臨の60回⽬の祝典にそ
の御⾜のもとにいるなんて、私たちはなんと幸運な
のだろう！ と驚異の念を抱かずにはいられませんで
した」

御降誕祭での画期的な御講話は90分に及び、バガ
ヴァンは⼈と神との間にある必要不可⽋な関係につ
いて説き、帰依者たちの多くの疑念を晴らしてくだ
さいました。⼈類への限りない愛を込めて、バガ
ヴァンははっきりと、いかに「サイ・サンカルパ」
がこの世のために働いているのかということを明ら
かにし、また、無私の愛、普遍的な愛という最⾼の
宝を有しているがゆえに、バガヴァンはこの世で最
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「⼈は皆、対⽴する者、すなわち敵と対峙しなけ
ればならないのが、この世の習わしです。全世界に
⼀⼈の敵すら⾒いだすことができないのは、サイだ
けです。中には、⾃分勝⼿な空想をして私が彼らの
ことを嫌っていると思う⼈たちもいます。ですが、
私に⾔わせるなら、私が愛していない⼈は⼀⼈もい
ません。私にはすべての者が愛おしいのです。今、
この世で私ほどの富や財産や宝を持っている⼈は他
にいません。世界銀⾏でさえ、最も裕福な王でさえ
も、です。その富や財産や宝とは何でしょう？ それ
は、私の普遍的な無私の愛です。私の全くの私⼼の
なさ、奉仕して救いたいという熱意に満ちた私の慈
悲深いハート、平和と繁栄を築き上げようという私
の決意、世界に⾄福の⾬を降らせようという私の決
⼼――これらは⽇を増すごとにどんどん形となって
現れつつあり、私はいつも計り知れない⾄福で満た
されています。私は⼀瞬でさえ不安がよぎることは
ありません。これらを考えてみるなら、こうした声
明をすることができる⼈が、誰かこの世にいるで
しょうか？」

「私が⼀つのプロジェクトを決めると、資⾦集め
の運動など何もしなくとも、それを成し遂げるため
に必要な資⾦はすぐに⼿に⼊ります。私の意志には、
私の計画を具体化する⼒があるのです。私はプッタ
パルティにカレッジができるよう意志しました。す
ると、ナワナガルのラージャマータ（藩王⼥）がそ
れを建てました。しつけの⾏き届いた学⽣のいるカ
レッジを提供するために、私はハイヤー・セコンダ
リー・スクール（中・⾼等学校）を設⽴することを
意志しました。すると、アメリカのボッザーニがそ
れを建てる機会をくださいと懇願してきました。

も裕福な者であることを明⾔なさいました。バガ
ヴァンの歴史的な御講話の中からいくつか抜粋して
みましょう。

「神こそが唯⼀、⼈の⽣命を――その基盤、その
構造、その完成を――維持している者です。お⾦
は、⼈が神聖さを育てて源である神に融合するのを
助けることはできません。学識も同様に無⼒です。
⼈にできる唯⼀の⽅法は、切なる思いや必死な努⼒
を神へと向けることによって、探究⼼を深めること
です。切なる思いが研ぎ澄まされればされるほど、
深くなればなるほど、それは⼈が感覚の領域や、理
性の脆弱な⼒を超え、星々や宇宙空間を超えて、限
りない⾄福の⼤海へと深く潜る助けとなります。反
対に、もし、切なる思いがこの世の欲望や気を散ら
すものへと向かっていくなら、それは⼈を奈落の底
へと突き落とすでしょう。この運命から逃れる⼀番
の⽅法は、善良な⼈々や神聖な⼈々の仲間の中へ避
難して、彼らと共に旅路を歩むことです」

「⼈は⾃分を維持してくれている神なしには存在
できません。神もまた、⾃らの存在を知らしめるた
めに⼈を必要とします。『ナラ』という⾔葉は
『ナーラーヤナ』の概念を伝えています。⼈はサー
ダナの強度によって神を⾃分のイメージどおりに創
造し、神はそうなるようにと意志することで⾃分の
イメージどおりに⼈を創造します。たいていの⼈
は、知性や想像⼒が乏しいために、主なる神を⼼に
描くことができません。エゴは、サーダナを妨げ、
知性を悪⽤することによって、頑固さや無知を助⻑
します」

バンガロールで、私がカレッジと学⽣寮の計画につ
いて意志した時には、エルシー・コーワン夫⼈がそ
れを完成させる栄誉を与えてほしいと頼んできまし
た。これが、私のサンカルパ（意志）の⼒です」

「あなた⽅の規律ある信愛、あなた⽅の愛、あな
た⽅の不屈の精神は、⼿本とすべきものです。ここ
で私が⾝内を称賛するのは適切なことではありませ
ん。⻄洋⼈たちは、多くの不快な思いや不便をもの
ともせずに、⼤勢でやって来ました。それは彼ら⼀
⼈ひとりにとって、本当のタパス（苦⾏）です。あ
なた⽅は、⾃分たちをダルマとカルマの英雄的な
メッセンジャーへと変えるために、あなた⽅の毎⽇
と、⾏いと、知性と、技能を捧げなければなりませ
ん」

「私はあなた⽅に⼀つ望みがあります。すべての
⼈に対して兄弟感覚を持ちなさい。常に正しい⾏い
を選びなさい。⾃⼰中⼼的な⾏いをやめなさい。貧
しい⼈たちや虐げられた⼈のために働くどんな機会
も歓迎しなさい」

「60回⽬の誕⽣⽇の祝祭の⼀環として、私はあな
た⽅にあるテストを処⽅します。あなた⽅はそれを
受け⼊れなければなりません。農夫は、畑を耕し、
種を蒔き、その作物の成⻑を穀物が収穫されるまで
⾒守ります。次のプロセスは、それをふるいにかけ
ることです。その時、もみ殻は⾵に⾶ばされ、しっ
かりとした実だけが残ります。私は今から、ふるい
にかけます。このテストで、もみ殻は取り除かれる
でしょう」

「もう⼀つ明らかにしたいことがあります。ある
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疑念が広まっていて、それが⼈々の⼼に混乱を招い
ています。それは、60歳の誕⽣⽇の後、スワミは⼀
般の⼈々から遠い存在になる、スワミに変化が⽣じ
る、という懸念です。私の天性は変化するようなも
のではありません。私は決して帰依者たちから⾃分
を遠ざけるようなことはしません。今後、私はより
⼀層、帰依者たちにとって⼿の届く存在となるで
しょう。サティヤ・サイは、サティヤ――真実（真
理）です。どうやってサティヤが変わることなどで
きるでしょうか？」

「サティヤ・サイ・プラブ（主であるサティヤ・
サイ）とサティヤ・サイ・セーヴァカ（サティヤ・
サイの奉仕者）は、愛と忠誠⼼によって固く結ばれ
ています。サイはあなた⽅のために存在しており、
あなた⽅はサイのために存在しているのです。私た
ちはお互い離れることはできないのです！」

私たちは神が私たちの間で⾏動しておられる時代
に⽣きている、ということを私たちが忘れることが
ありませんように！ ⼆千年前にこの地上を歩いてお
られた救世主について、ハリール・ジブラーン（レ
バノンの詩⼈）が次のように書いています。

「私たちは流れゆく川と共に流れ去り、名もなき
者となるでしょう。流れの途中で主を磔にした者た
ちは、神の流れの途中で主を磔にした者として記憶
に留められるでしょう！」

私たちは流れの途中で主を磔にした者として⼈々
の記憶に残らないようにしましょう。私たちにとっ
て、そして、後世の⼈々にとって、この世界をより
良い場所にするために、主と⼿を取り合いましょう。



ハートの中におられる神様を絶え間なく憶念し
⼈類同胞愛という⼀体性の花を捧げます

シュリ サティヤ サイ ババ様 御⽣誕１００周年記念ヴィジョン



⼈⽣は挑戦
それに⽴ち向かいなさい

- ババ  
SSSIOJ会⻑ 住友正幹

⼈がこの世に⽣まれてきたのは、良い学校に
⼊り、良い会社に勤め、良い給料をもらって良
い⼈に巡り合い、良い家庭を築くためではあり
ません。
それらは⽣活を豊かにしてくれますが、⼈⽣
のゴールではありません。また、⼈間の愛は⼼
を満たし、⽣きる喜びも与えてくれますが、そ
れらもまた、⼈⽣のゴールではないでしょう。
私たちが何度も地上に⽣まれ変わっているのは
なぜでしょうか？それは、真のゴールに未だ
⾄っていないからではないでしょうか？

真のゴールとは何でしょうか？それは、内な
るマハーバーラタすなわち、⾃我と真我の戦い
に勝利することでしょう。真我が実現されれ
ば、真の愛、真の幸福、真の平安が実現されま
す。
それに対して、⾃我が⽣み出す⼈間的な愛や

幸福は、⼆つの悲しみの合間にある⼀時的な喜びに
すぎないとスワミは⾔われています。しかし、多く
の⼈はそのことを理解していません。そして、外側
に喜びを求めつづけ、⽇々⽣じる様々な問題に⼼を
奪われ、貴重な時間を浪費しています。

この世に⽣を受けたすべての⼈は、内なるマハー
バーラタを戦う戦⼠です。戦⼠は遅かれ早かれ、⼈
⽣の真のゴールに挑むことが定めなのではないで
しょうか？

それは宝⽯に例えれば、永遠の輝きのある最⾼の
ダイアモンドを⼿に⼊れることであり、それを⼿に
⼊れさえすれば、もう他の宝⽯への関⼼は薄れ、⼼
が動くことはありません。そのように、真の愛、真
の幸福、真の平安をもたらす真我の実現は、⼈⽣に
おける最も価値のある挑戦なのだと⾔えます。

しかし、真我の実現という究極のゴールは私たち
が⾃らの⼒だけで獲得できるものでしょうか？ 残
念ながらそうではないでしょう。なぜならそれらは
獲得するものではなく、もたらされるものだからで
す。⾃我の⼒で無我の境地に⾄ることは叶わないで
しょう。
私たちにできることは⾃我を放棄する努⼒をし続

けることです。それは簡単なことではありません
が、そのための最も確実な⽅法は、⾃分の思いを放
棄し、与えられた運命に従い、他者や社会のために
⾃分の役割を果たすということでしょう。⾃我の放

棄とは

すなわち、神の道具として⽣きることであり、献⾝
の道を歩むことだと⾔えます。

⾃分に与えられた運命に従い、⼈のために尽くす
挑戦をした素晴らしい事例があります。

デニ・ムクウェゲというノーベル平和賞を受賞し
たコンゴの医師がいます。筆⾆に尽くしがたい性暴
⼒を受けた⼥性たち３万⼈もの治療にあたった医師
です。テレビで放映された映像は⾒るに忍びなく、
⼈はここまで残忍になれるのかと衝撃を受けまし
た。

この状況の中でムクウェゲは、⾃宅を襲撃され殺
されそうになります。亡命せざるを得なくなりまし
たが、その間に病院は荒廃に瀕しました。帰国する
ことになったのは、パイナップルや⽟ねぎを売った
代⾦を寄付して⾶⾏機代を集めた、貧しい患者の⼥
性たちの願いに応えるためでした。

ムクウェゲが医師になったのは、牧師である⽗に
連れられて貧しい病⼈の家に訪問したとき「なぜ治
療してあげないの？」と⽗に聞いたのですが、「私
は医者ではないから」という⽗の⾔葉に 「それなら
⾃分が医者になって、この⼈たちを助ける」と⾔っ
たのが始まりでした。

もしコンゴという国に⽣まれていなければムク
ウェゲの⼈⽣は違ったものになっていたでしょう。
もし、牧師の⽗と⼀緒に病⼈の家に訪問していなけ
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振返って私たちの⼈⽣を考えれば、誰もが同じよ
うに⽣まれながらの定めに出合い、あるいは出来事
に直⾯し、それが⼈⽣の岐路になっているのではな
いでしょうか？その時、どうしたか、⼈それぞれに
⼈⽣のストーリーがあります。

ヴェーダの深遠な英知を明らかにしたバガヴァッ
ドギーターにも、⾃らの運命に挑戦したアルジュナ
の姿が描かれているのは皆さまよくご存じの通りで
す。
アルジュナは、クリシュナに諭されるまでは、親
族と戦うのをためらい優柔不断なまま⾝動きが取れ
ない状態まで追い詰められたのでした。しかし、最
後には⾃分に与えられたダルマを果たすべく、⾃分
の運命に果敢に挑戦しました。

すべてに共通しているのは、⾃分が直⾯すること
になった運命に対する挑戦であり、決して他者との
競争ではありません。それは⾃分に対する挑戦であ
り、⾃分を⾼める千載⼀遇のチャンスです。

スワミは次のように説かれています。

サイババ様の御⾔葉
⼈類の歴史においては、何回もアヴァター（神の

化⾝）がやってきて、⼈を⽬覚めさせました。しか
し、動物的な過去と悪魔的な迷妄が⼈を泥沼の中

れば、彼は医師にはなっていなかったでしょう。す
べてがなるべくしてなり、起こるべくして起こって
いることを考えれば、ムクウェゲの⼈⽣はムクウェ
ゲでなければ引き受けることのできない運命からの
促しであり、命をかけた挑戦だったと⾔えます。

また、世界的に有名な⼩説の中には、果敢に⾃分
の運命に挑戦した感動的な物語がたくさんあり、私
たちを啓発してくれます。

ビクトルユーゴ―原作の『レ・ミゼラブル』は、
フランス⾰命の時代を背景にした、愛と赦しをテー
マにした名作です。たったパン１個を妹の為に盗ん
だために、19年間もの牢獄⽣活を強いられたジャ
ン・バルジャンが、仮釈放の途中で逃亡し、⾝分を
隠し市⻑にまで上り詰めたものの、警部ジャベール
に執拗に追いかけられながらも彼を赦し、娘として
引き取ったコゼットに神の愛を⾒出しながら神に召
されていくというあらすじです。
ジャン・バルジャンはもしパンを盗まなければ、
牢獄に19年も⼊れられることはありませんでした。
しかし、どうしても貧困のために⽌むを得ず盗んで
しまったのです。それはジャンのつまずきでしたが、
その⼩さなつまずきから始まる波乱万丈なストー
リーを通して、愛と赦しに挑戦した⼈⽣だったと⾔
えます。

に引きずり込みます。そこで⼈は愚かにも、官能的
で⾁体的で⼀時的なつまらない物事に興じているの
です。今⽣は、あなたの⼈間としての存在価値を⾼
める素晴らしいチャンスなのです。親族や富や世俗
的名声から得ようとするアーナンダ（⾄福）は、神
が宿るハートという泉に棲むアーナンダの薄い影に
すぎません。その泉とつながろうと試みなさい。そ
の源泉そのものに向かいなさい。真のアーナンダも
しくは内なる神に集中しなさい。真のアーナンダを
求める⼈はほとんどいません。多くの⼈は、感覚、
知性、マインドから成る似⾮（えせ）アーナンダに
夢中になっています。真のアーナンダが湧き出すの
は、真理からだけです。そして、各⾃が⾃分⾃⾝に
対して負っているダルマ（義務）が真理なのです。
真理を求め、真理に奉仕し、真理になりなさい。
ハートが愛で満たされたとき、真理が⾃ずと明らか
になるでしょう。

―1970年7⽉の御講話より

⼈は⽣まれながらに、他者の役に⽴ちたいという
本能をもっているようです。体内記憶をもっている
⼦供たちは、例外なく⽗や⺟の役に⽴ちたかったと
証⾔するのを⾒ても明らかです。

その意味では、⼈や社会に尽くすことは魂の願い
でもあると⾔えるのでしょう。⾃分の思いを空にし
て、与えられた役割を果たし、運命を成就すること
は確かな幸せにもつながるでしょう。
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サイババ様の御⾔葉
「英語のハッピーに相当するテルグ語の⾔葉は、
『サントーシャム』です。『サントーシャム』とい
う⾔葉の意味を調べてみましょう。『トーシャム』
は『プラサンタナ』（喜び）を意味します。接頭辞
の『サン』は、『放棄』と『犠牲』によって、正し
く⾼潔な⼿段によって勝ち取った喜びを意味しま
す。⼈は欲望を⼿放さなければなりません。欲望
は、悲しみをもたらし、奴隷にし、拘束します」

―1983年11⽉23⽇の御講話より

つまり、真の喜びは、欲望の放棄や神への献⾝の
中に⾒出されるのであり、決して⾃⼰を満たす⾏為
の中にはないのです。

「⼈間は⻑い間、鉱物として⽣まれ、次に樹⽊と
なり、進化の過程で動物へ昇格し、最終的に⼈間と
しての地位にまで登ることが出来ました。⼈として
⽣まれることは限りない幸運であり、⼈間だけが⾃
らの実在に気づいて、神の状態に到達することがで
きる」そうスワミは説かれています。ですので、私
たちは、この貴重な⼈⽣を無駄にすることなく、千
載⼀遇のチャンスに果敢に挑戦することが求められ
ています。

「⼈⽣は挑戦、それに⽴ち向かいなさい」
「⼈⽣は愛、それを分かち合いなさい」
「⼈⽣は夢、それに気づきなさい」
「⼈⽣はゲーム、それをプレイしなさい」



⼈⽣はゲーム
それをプレイしなさい

― ババ
SSSIOJ会⻑ 住友正幹

スワミはおっしゃいます。
「⽣まれる前には、⼈は世の中やその物質的な対
象とはいっさい何の関わりもありません。死後、そ
れらや、すべての親戚縁者は消滅します。今の逗留
は、ただ誕⽣と死の合間にプレイされるゲームにす
ぎません。」

― 『⼈⽣はゲーム、プレイしなさい』p. 25
My Baba and Iより

なんと簡潔な⾔葉で、私たちの⼈⽣の意味を説明
して下さっているのでしょうか。私たちの⼈⽣が、
どのような⼈⽣であったとしても、それはゲームに
すぎないという御⾔葉は、⼈⽣に悩む⼈にとっては
⼤きな救いになります。また今、⼈⽣を謳歌してい
る⼈にもそれらは永遠のものではないという戒めに
もなるでしょう。

私たちは、⼈⽣が終われば観る者だけが存在して
いたことに気づき、観る者は⼈⽣が始まる前も、⾁
体を持ってこの世を⽣きていた時も、そして終わっ
た後も何も変わらずに存在し続けていることに気づ

くことになるのでしょう。

⼈⽣は、⾃分が主⼈公の短編のドラマです。誰の
⼈⽣にも、喜びや悲しみ、楽しみや苦しみ、出合い
と別れ、獲得と喪失などがあります。このような相
対的な概念が⽣まれるのは、⼆元的な意識であるア
ハムカーラ（⾁体としての私）が原因でしょう。そ
れは⾃他が存在しているという迷妄を⽣み出し、私
の喜びや悲しみ、私の楽しみや苦しみ、私の得や損
という概念を⽣み出します。

しかし、それらは⼼が創り出した実態のない空想
にすぎず、真実のものではありません。例えば、⽣
⽼病死という事実はあったとしてもそれを「苦し
み」だと感じるのは⾁体と⾃⼰との同⼀視から⽣じ
る感覚にすぎません。⼈間のあらゆる苦しみの根源
はこの同⼀視にあり、⾃分がアートマという永遠の
存在であることを忘れたため、あるいは⾃覚できな
いために⽣じます。

⾃分が乗っている⾃動⾞が動かなくなっても苦し
みを感じることはありません。同様に⾁体もアート
マの乗り物に過ぎませんので、本来苦しむべきもの
ではありません。ニュースで誰かの死を知っても⼼
は動きません。そうではないでしょうか？それが知
⼈になり家族になり、⾃分に近くなればなるほど悲
しみや苦しみが増し、いよいよ⾃分⾃⾝になれば
「⼈⽣⼀⼤事」になります。それを⽣み出している
のは、私は⾁体であるという迷妄でしょう。

ある霊性修⾏者がいよいよ⾃分の死に直⾯したこ
とがありました。それまでは、いずれ誰でも死ぬの
だからと呑気に構えていたようですが、いよいよそ
れが⾃分の⾝に及んだとき、⽇常の感覚は吹っ⾶ん
だそうです。やっと平静に戻れたのは「アハム ブラ
フマースミ（我は神なり）」というマントラでした。

カリユガという暗⿊の時代も、私たち⼈間が、
「⼈は神の顕れである」という真実から離れ、⾁体
と⾃⼰を同⼀視した結果⽣み出した混乱です。現在、
世界で⽣じている戦争や犯罪も「⼈間とは⾁体に過
ぎない」という誤った思い込みが原因です。この無
知が、領⼟を奪い合い、資源を奪い合い、マネーを
奪い合わせています。無知が克服されない限り、こ
れらが無くなることはありません。奪い合いから分
かち合いになるためには「⼈はどのような存在なの
か」という真実に⽬覚めなければなりません。

では、私たちはこの混乱の世界で、⼈⽣ゲームを
どのようにプレイすれば良いのでしょうか？それに
は次のスワミの「４つのF」の御⾔葉が役⽴ちます。

１. Follow theMaster（主⼈に従いなさい）
２. Face the Devil（悪魔に直⾯しなさい）
３. Fight till the End（最後まで戦い抜きなさい）
４. Finish the Game（ゲームを終わらせなさい）

１.Follow theMaster（主⼈に従いなさい）
主⼈に従うとは、サイの帰依者からはサイババと

して知られ、キリスト教の求道者からはエホヴァと
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の敵と呼ばれるもの、すなわち、欲望、怒り、貪
欲、迷妄、⾼慢、嫉妬を指しています。

これらの敵は、誰の⼼にも潜んでいますが、内省
する習慣がなければ、それらに気づくことはありま
せん。そして⼤切なことはなぜ、そのような思いが
⽣じるのかという理由を探求することでしょう。⼼
から平安が失われ、ざわついた思いが感じられた
時、「なぜだろう？」と⾃分に問いかけると、そこ
には必ず、⼼の中の六つの敵の何かが潜んでいるは
ずです。

⼼に不満や苦しさがある場合、それは何らかの欲
望があるサインでしょう。それが正当な欲求なの
か、過剰な欲望なのかは良⼼に問えば分かるはずで
す。⼈間である限り欲望があるのは⾃然なことです
が、それが限度を超えて執着になれば問題となりま
す。

怒りは、欲望が満たされない時に⽣じると⾔われ
ています。怒りを感じたとき、どんな欲望が潜んで
いるか内省するチャンスです。「他者から認められ
たい」「⾃分の思い通りにしたい」「⾃分のものに
したい」などの思いが⾒つかるかもしれません。

貪欲は、「もっともっと」と貪る⼼です。貪欲は
利⼰的で⾃分さえ良ければよく、他⼈のことを省み
ていません。平安や幸福が感じられないのは⾃⼰中
⼼だからでしょう。真の喜びはその反対側、すなわ
ち、⾃⼰の放棄と犠牲にあります。

他⼈と⽐べて優越感を感じたり、劣等感を感じた

して知られ、仏教徒からはブッダとして知られ、イ
スラム教徒からはアッラーとして知られている神な
る存在に従うことでしょう。

すべての神の化⾝の教えは愛ですので、愛に従う
という表現もできます。もちろん、その愛は⼈間と
しての執着の愛ではなく神の愛に従うという意味で
す。

またそれは、不⼆⼀元の⾒⽅からは私たちの真我
であるアートマに従うことを意味します。私たちが
神から⽣じたものである限り、海⽔の⼀滴が海の成
分そのものであるように、私たちは神そのものです。
ですので、すべての答えは⾃分の中にあります。
アートマに従うことは神に従うことを意味します。
⾃分と神を別々の存在として⾒るのは、⼆元論であ
りスワミの御教えではありません。

また、良⼼はアートマの反映といわれていますの
で、良⼼に従うという表現がより具体的で分かりや
すいかもしれません。私たちは、良⼼に反する⾏為
をした場合、良⼼の呵責を感じるようになっていま
す。誰かを傷つけたり、⽣命を殺めたりすると苦し
くなるのはそのためでしょう。

つまり主⼈に従うとは、神の化⾝（御教え）に
従うこと、神の愛に従うこと、アートマに従うこと、
良⼼に従うことであると⾔えます。

２. Face the Devil（悪魔に直⾯しなさい）
悪魔とは、⾃分の外側に存在するものではなく、

私たちの⼼の中にあります。それは、⼼の中の六つ

り、恐れを感じたりするのは、⾃分と他⼈が存在す
るという迷妄のせいです。優越感、劣等感は⾃分の
中に迷妄があることを教えてくれます。

つまり、悪魔とは神の化⾝の御教えに反するもの、
神の愛に反するもの、アートマに反するもの、良⼼
に反するものだといえるでしょう。

⼼の探求は、他⼈の⾏動を理解する時にも役⽴ち
ます。猛烈に⾃⼰主張している⼈は⾃⼰承認欲求の
なせるわざかもしれません。パワハラをする上司も
同様です。国境を越えて軍事侵攻する世界の争いも
迷妄と欲望が原因でしょう。

３. Fight till the End（最後まで戦い抜きなさい）
さて、次の「最後まで戦い抜きなさい」には少々

注意が必要かもしれません。

2023年のグル プールニマーで国際オーガニゼー
ションのナレンドラナート レッデイ博⼠は、ビデオ
講演の中で次のように述べられています。「敵と戦
えば、敵はさらに強⼒になる」
確かに、⾃分のネガティブ性を意識して、なきも

のにしなければいけないと意識をそれに向ければ、
それが強化されるのは必定です。

例えば、欲望を落とさなければならないと強靭な
意志の⼒で欲望に蓋をしたとしても、欲望⾃体が無
くなった訳ではないので、永遠に封じ続けるのは不
可能でしょう。欲望は、地下で渦巻いていて気を
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４. Finish the Game（ゲームを終わらせなさい）
⼈⽣というゲームに巻き込まれずにゲームを楽し

むための⽅法は、⼈⽣を⾯⽩がる⽬を持つことで
しょう。スワミは次のように説かれています。

試合に出ている⼈たちが、観戦者が味わう喜びと
同量の喜びを得ることはありません。ですから、観
戦者の態度、つまり、⾒る者の態度を持ちなさい。
試合の最中は、打者も、投⼿も、野⼿も、場外の
ファンたちが得る喜びのごく⼀部すら味わうことは
できません。ファンたちは、⼀打⼀打、打撃と守備
の失敗や好プレーに⽬を留めます。試合の細かい点
まで正しく評価します。それと同じように、⼈⽣と
いうゲームから最⼤の喜びを引き出すためには、
ゲームに深くかかわらなければならない時でさえ、
傍観者の態度を培う必要があるのです。

ー マハーシヴァラートリの御講話より
(１９６３年２⽉２２⽇）

そして、⼈⽣というゲームを進める上で⼤切なポ
イントを次のように説かれています。

⼈⽣というゲームは、制限や制御をするための限
度と規則がある場合にだけ、⾏う価値があるもので
あり、また、楽しくなるものです。サッカー場での
ルールも制限もないサッカーの試合を想像してごら
んなさい。その試合はまったくの混乱状態になるで
しょう。⾃由な戦いになって、暴動と化してしまう
でしょう。誰が勝ったのか、どのようにして勝った

緩めれば⼀気に噴出するかもしれません。

スワミは欲望をなくしなさいとは説かれていませ
ん。欲望に限度を設けなさいと説かれています。仏
教でも、⼈間である限り欲望が⽣じるのは⾃然なこ
ととしていて、欲望⾃体を問題視しているわけでは
ありません。ただし、それが問題になるのは、欲望
が⼀定の範囲を超えて執着になることでしょう。

私たちは、実に多くのものに執着しています。例
えば、特定の⼈への執着、物質的な所有や富への執
着、⾃分の考え⽅や信念への固執、他者からの評価
に対する執着などです。また、⾝体への執着、若さ
への執着、健康への執着なども持っています。

それが良識の範囲か執着かは良⼼に問えば分かる
はずです。それが満たさなければ苦しいと感じるこ
とはすべて執着といえるでしょう。

ナレンドラナートレッディ博⼠は欲望を神への欲
望に変換させることが⼤切だと説かれていますが、
神に⼼を向けて、神ながらの⽣活をしていれば、あ
る⽇気がつけば執着や不要な欲望も落ちていること
に気づくことになるのでしょう。

それまでは欲望、怒り、貪欲、迷妄、⾼慢、嫉妬
などの⼼の中の敵に対して、ABC（Always Be
Careful）つまりいつも注意していなければなりませ
ん。そして敵を⾒つけたならば、⼼を神の⽅に向け
直すことが求められます。

のか⾔える⼈もいません。ダルマ マールガ〔ダルマ
の道〕とブラフマ マールガ〔ブラフマンの道〕は、
場の境界線です。徳のある⼈は邪悪な性向と戦いま
す。「ファウル」と「アウト」という警告に注意し
ながらゲームをしなさい。

ーアナンタプル⼥⼦ハイスクール創⽴記念⽇の
御講話より（ １９６０年）

そして⼈⽣というゲームを⽣きる最⼤の秘訣を次
のように説かれています。

愛のない⼈々は恐れに包まれています。愛は勇気
を注⼊し、冒険を促します。愛は挑戦することを歓
びます。もしあなたが主⼈（良⼼）に従うならば、
あなたは悪魔と対決して、最後まで戦い抜き、ゲー
ムを終わらせることが出来ます。

ークリスマスの御講話より
（ １９８１年１２⽉２５⽇）

愛は⼈⽣の⽬的であり、愛は平安と健康に⽣きる
秘訣であり、愛はカリユガという暗⿊の時代に⽣き
る⼈⽣の導です。

「⼈⽣は夢、それに気づきなさい」
「⼈⽣は挑戦、挑みなさい」
「⼈⽣は愛、楽しみなさい」

「⼈⽣はゲーム、プレイしなさい」



ワカ チンナ カタ

プタリーバーイー

ガンディーの⺟親であるプタリーバーイーは、毎
⽇『コーキラ・ヴラタ』として知られる誓いの儀式
を⾏っていました。儀式が終わるとすぐ、彼⼥は朝
⾷をとるためにコーキラ⿃（インドのオニカッコ
ウ）が鳴くのを待っていたものでした。ところがあ
る⽇、彼⼥は⾷事をとらないまま⻑い間カッコウが
鳴くのを待っていました。このことに気付いた幼い
ガンディーは、家の外へ出て⾏ってカッコウの鳴き
声を真似てから、⺟親にこう⾔いました。「さぁ、
カッコウが鳴きましたよ。お⺟さん、どうかご飯を
⾷べてください」。苦悩を抑えきれなかった⺟親
は、ガンディーの頬をピシャリと平⼿で叩き、嘆き
悲しみました。「こんな嘘つきが⽣まれてくるなん
て、私はいったいどんな罪を犯したのでしょう！あ
あ、神様！こんな邪悪な嘘つきの息⼦を⽣んでし
まった私は、なんと罪深い⼈間なのでしょう！」。
そう⾔って彼⼥は涙を流しました。⺟親の⾔葉に深
く⼼を打たれたガンディーは、⺟親に約束しまし
た。「お⺟さん、これから先の⼈⽣で、僕はもう決
して嘘はつきません」

その当時、⺟親たちは⾃分の⼦供たちの振る舞い
を注意深く⾒守り、⼦供たちが正しい道から逸れな
いように努めていたのです。



ワカ チンナ カタ ⺟親は⾔いました。「愛しい息⼦よ、私は今、宝
⽯を⾝につけられる状態ではありません。でも私が
興味を持っている飾りがいくつかあるので、それが
何であるかを教えましょう」
息⼦を近くに引き寄せて、⺟親はこう⾔いました。
「この⼩さな村では⼦供たちが遠くの学校まで通

わなければならないことを知って、私は悲しく思っ
ています。私が望む⼀つ⽬の飾りは、あなたがこの
村に⼩学校を建てることです。⼆つ⽬は、村には
ちょっとした病気さえ治してくれる医療機関があり
ません。私は村⼈たちの窮状を思って眠れない夜を
過ごしています。あなたが村⼈たちのために⼩さな
病院を建ててくれれば、それが私への⼆つ⽬の飾り
になるでしょう。三つ⽬の飾りは、あなたが⾃分で
しなければいけないことです。時が来れば、あなた
の評判は⾼まるかもしれません。もし誰かが『お⺟
様はどなたですか？』と尋ねてくれば、あなたは私
の名を告げるかもしれません。あなたの振る舞いは、
⺟親の名を守るものでなくてはいけません。あなた
は⾃分が受けた教育の恩恵を、他の⼈々と分かち合
わなければいけません。富を追いかけてはなりませ
ん。マモン〔物欲の象徴としての富の神〕の崇拝者
が神を切望することはありません。神を探し求める
者は、富を探し求めないものです。これを厳しく守
ることが、私があなたから望む三つ⽬の飾りです」

模範的な⺟親

少年は教育を修了し、⼩さな仕事に就きました。
ある⽇、その村で祭り（ジャトラ）がありました。
村の⼥たちは最上の服と宝⽯で⾝を飾り、祭りに参
加しました。少年の⺟親もぼろぼろの服を着て祭り
に出かけました。息⼦はその姿を⾒ることに耐えら
れませんでした。息⼦は⾔いました。「お⺟さん、
お⺟さんはきれいな服も宝⽯も持っていないのです
ね。そんな姿を⾒ていると僕は⼼苦しいです。どう
か、どんな飾りが欲しいかを教えてください、お⺟
さん！」
⺟親は答えました。「今は答える時ではありませ

ん。ふさわしい時が来れば教えましょう」

良い振る舞いと勤勉さのおかげで、その若者は仕
事でより⾼い地位に就くことができました。そして
⺟親のところへ帰り、どんな宝飾品が欲しいかを再
び尋ねました。「僕はできる限りのことをしてそれ
を⼿に⼊れましょう」と、若者は⾔いました。⺟親
は、⾃分は三つの飾りが欲しいのだけれど、それら
が何であるかは後で話すと告げました。

時を経て、息⼦はとても⾼い地位に就きました。

もう⼀度、息⼦は懇願しました。「お⺟さん、今
では私もいくらかお⾦を持っています。どうか教え
てください、お⺟さんはどんな宝⽯をお望みです
か？ それをお⺟さんのために買いましょう」。

カルカッタの町にある⺟親と息⼦が住んでいまし
た。⺟親は息⼦に教育を受けさせるため、たくさん
の犠牲を払いました。しかしその⼀⽅で、息⼦に強
く⾔い聞かせました。
「愛しい息⼦よ、世俗の教育を気にかけてはいけま
せん。愚かな⼈々はあらゆる種類の学問を⾝につけ
るけれど、⾃分が何者であるかをまったく分かって
いないのです。ただ勉強するだけでは低俗な道から
抜け出すことはできません。学識を⾝につけても、
⼈はただ論争に引き込まれるだけで完全な英知を学
んではいません。なぜ結局は死に⾄るだけの学問を
追い求めるのでしょう？⼈は、⾃分を死から解放に
してくれるものを学ぶべきです。霊性の知識だけが
不死へと導くことができます。それは永遠です。世
俗の知識は⼀時的です。⽣計を⽴てるためには世俗
の教育も必要でしょう。でもこの教育は、限られた
欲望と⾃⽴した⽣活を営むためだけに⾝につけるべ
きものです。それゆえ、愛しい息⼦よ、学問を追求
すると同時に、霊性の探求も始めなさい」



サイと共に
スワミ： （⼿紙を⼀通⼀通取りながら）この箱は

次回も使えます。

学⽣： スワミ、私たちは全員、新⼊⽣です。ど
うか私たちに話しかけてください。

スワミ： ⼆ヶ⽉経ちました。今では全員、古い学
⽣です。OK、ナマスカールを与えましょ
う。

学⽣たち：スワミ、私たちに話しかけてください。

スワミ： （愛らしい微笑を浮かべて）How are you
boys? さあ、私はあなたたちに話しかけて
いますよ。
（ある教師に）どのクラスですか？

教師： MFM〔Master of Financial Management
財務管理修⼠課程〕です、スワミ。

スワミ： 財務はとても重要です。昨今では、財務
は⼤変厳しくなっています。それがなぜ
だか⾔えますか？

教師： ⼈々が多くの無駄使いをするからです。

スワミ： そのとおり。⼈々は、お⾦と時間とエネ
ルギーを無駄にしています。（ある学⽣
に）どのクラスですか？

学⽣： MFMです、スワミ。

スワミ： MFMの後は、何がしたいのですか？

学⽣： ただ、ここにいたいだけです、スワミ。

スワミ： はあ？（ある場所を指差して）あそこで
プラティシター〔神像などの安置式や⼊
魂式〕をしなさい。

学⽣： スワミ、どうか21⽇に⼤学にいらしてく
ださい。

スワミ： なぜですか？

学⽣： スワミ、MBA〔経営学修⼠〕の記念⽇で
す。

スワミ： MBAの記念⽇。それで、どうして私が⾏
かなければいけないのですか？ あなたた
ちは何をするのですか？ 劇？

学⽣： はい、スワミ。

スワミ： 劇はプールナチャンドラ講堂でできます
ね。劇の題名は何ですか？

学⽣： スワミ、政治・・・（学⽣が⾔い終える
前に）

ある男⼦学⽣が⼿紙の束の⼊った箱を持っていまし
た。スワミはそこから⼀通の⼿紙を取って、お読み
になりました。

スワミ： ⼀通⼿紙を読めば⼗分です。どの⼿紙に
も同じことが書いてあります。

学⽣： スワミ、どうか全部の⼿紙をお取りくだ
さい。学⽣たちがたくさんの愛を込めて
書きました。



スワミ： 私の学科は全般であり、リーダーシップ
に限りません。

教師： スワミ、どうか毎週⽇曜にいらして、授
業をしてください。

スワミ： 検討してみましょう。

学⽣たち：スワミが検討されるなら、それは起こり
ます。

スワミ： クリシュナアシュタミー〔クリシュナ神
降誕祭〕の後に返事をします。⽜は何頭
連れてくるのですか？

学⽣たち：⽜は10頭です、スワミ。

スワミ： たった10頭？ 私は12頭と⾔いましたよ。
寮監はどこですか？ 彼は⾜を怪我してい
ます。化膿しています。

学⽣たち：スワミ、私たちに話をしてください。

スワミ： Boys, how are you boys? さあ、私は今、
あなたたちに話していますよ。

スワミはバイオ・サイエンス学科の⼀年⽣の所に⾏
かれた。

学⽣たち：スワミ、私たちはブリンダーヴァンに⾏き
ます。

スワミ： なぜ？

学⽣たち：バイオ・サイエンスからは、私たち7⼈が
ブリンダーヴァン・キャンパスに移るこ
とになりました。

スワミ： ああ、ブリンダーヴァンのカレッジには
空き部屋がたくさんあります。⼤きな展
⽰室も空っぽです。ここには場所があり
ません。過密です。

学⽣たち：スワミがここにおられるからです。

スワミ： あなた⽅にはブリンダーヴァンでたくさ
んの機会があります。朝⼣のダルシャンに
来ることができます。私は学内の男⼦学
⽣に話をします。ここでは、男⼦学⽣た
ちは⼣⽅しか来ません。（泣いている学
⽣に）泣いてはいけません。私はすぐに
ブリンダーヴァンに⾏きますよ。3ヶ⽉だ
けです。残り9ヶ⽉あります。私は⾏きま
す。あなたたちは、もっと（バガヴァンと
接する）機会を得るでしょう。いつ発つ
のですか？

学⽣たち：明⽇です、スワミ。

スワミ： 政治！ 政治の劇なら市場で上演しなさ
い。ここではなく。道徳基準のない政治
は・・・
（ビジネス・マネージメント・アカウン
ティング・ファイナンスの学校の教師で
ある、シュリ・H・J・バギヤ先⽣に）専
⾨化は良いことですか？

教師： 良くさせることはできます、スワミ。

スワミ： あなたは何の科⽬を教えているのです
か？

教師： プロダクション・マネージメント〔⽣産
管理〕、アナリティカル・テクニック ・
フォー・マネージメント〔管理のための
分析技術〕（ATM）です。

スワミ： プロダクション・マネージメント。来学
期には何を教えるつもりですか？

教師： リーダーシップです、スワミ。

スワミ： 誰が理想のリーダーですか？ 個⼈の徳性
と国の徳性と根本的な徳性を備えている
⼈が理想のリーダーです。今では誰もい
ません。

学⽣： スワミ、あなたが理想のリーダーです。

サイと共に



スワミ： （副学⻑に）7⼈の男⼦学⽣を送りない。

学⽣たち：スワミ、ヴィブーティを。

スワミ： （学⽣たちにヴィブーティの⼩袋とパー
ダナマスカールを与えている間）元気を
出しなさい。⼼配してはいけません。私
は（ブリンダーヴァンに）⾏きます。ト
ライー・セッションをしてあげます。よ
く勉強しなさい。

学⽣たち：スワミ、私は落ち込んでいます。

スワミ： 問題ありません。⾏きなさい。すべては
上⼿くいくでしょう。

Students With Sai: Conversations 1991 to 2000 
pp.243-245

スワミ： 明⽇は⾏かないように。ここのゴークラ
アシュタミー（クリシュナ神降誕祭）に
いなさい。

学⽣たち：はい、スワミ。

スワミ： ゴークラアシュタミーの後に⾏きなさい。

学⽣： スワミ、テルグの学⽣は全員⾏きます。
私もブリンダーヴァンに⾏きたいです。

スワミ： Very Good。 ⾏きなさい、⾏きなさい。
Nice。ゴークラアシュタミーの後に⾏き
なさい。

学⽣たち：ありがとうございます、スワミ。プラ
サーダムを、スワミ。

スワミ： あげましょう。（スワミは彼らのために
ヴィブーティを物質化なさった。副学⻑
であるシュリS・V・ギリに）学⽣はゴー
クラアシュタミーの後に送りなさい。男
⼦学⽣たちにお祭りを楽しませなさい。

副学⻑： はい、スワミ。

スワミ： 何⼈ですか？

学⽣たち：全部で7⼈です、スワミ。

サイと共に



サイと共に
1998年8⽉12⽇の会話

学⽣たち：カルマ・ヨーガです。

スワミ： その重要なシュローカ〔詩節〕は？

学⽣： カルマンニェーヴァーディカーラス テー
〔第2章47節より〕

スワミ： その意味は？ （スワミはシュローカ２つを
引⽤して、それらの意味を説明してくだ
さった）

教師： スワミ、学⽣たちはディスカッションをし
ました。彼らはよくやりました。

スワミ： 話すのはとても良いことですが、スワミは
実践する⼈を好みます。

教師： スワミ、学⽣たちは多⼤な確信を持って話
しました。それは、彼らが実践しているこ
とを意味します。

スワミ： いいえ、それはハートから出た⾔葉ではあ
りません。実践が⼤切です。
（ある学⽣に）あなたがジャンマアシュタ
ミーに連れてくる⽜は10頭だけですか？
（ジャンマアシュタミーあるいはクリシュ
ナアシュタミーと呼ばれるクリシュナ神降
誕祭の朝に予定されているマンディルへの

⾏列の話）

学⽣： はい、スワミ。

スワミ： 20頭連れてきなさい。
（あるホスピタル・ボーイ〔病院でのセ
ヴァを担当している学⽣〕に）あなたはク
リシュナアシュタミーに何頭の⽜を連れて
くるのですか？

ホスピタル・ボーイ： 10頭です、スワミ。

スワミ： 10頭では少なすぎます。20頭連れてきなさ
い。

ホスピタル・ボーイ： はい、スワミ。

スワミ：ゴークラム〔スワミの牧場〕には⽜〔乳⽜
である雌⽜〕は何頭いますか？

ホスピタル・ボーイ： 295頭です。

スワミ： ⼦⽜は？

ホスピタル・ボーイ： 300頭です。

スワミ： あと20⼈、男⼦学⽣を連れてきなさい。⼦
⽜は連れてこなくてよろしい。しかし、

教師： スワミ、学⽣たちはあなたの教えをよく
理解しています。

スワミ： どうして分かるのですか？

教師： スワミ、M. Sc.〔科学修⼠〕2年の学⽣た
ちは、ギーターの第三章に関するすばら
しい発表を⾏いました。

スワミ： （学⽣たちに）ギーターの第三章は何で
すか？

サイと共に



（別の学⽣に）あなたは楽隊の練習をして
いますか？

学⽣： いいえ、スワミ。

スワミ： どうして？

学⽣： 楽器は教官棟（⼤学の建物）にあるのです。

スワミ： アナンタプル・キャンパスでは、たくさん
の楽器を購⼊しました。私にさえ知らせず
にです。彼⼥たちはよく練習しています。
今度の誕⽣⽇〔降誕祭〕に、彼⼥たちは楽
隊の演奏をします。⼩学校にまで楽隊があ
ります。今年は楽隊の男⼦学⽣のうち14⼈
が卒業しました。それでどうやって演奏す
るつもりですか？

学⽣： スワミ、新しい学⽣を選出しました。

スワミ： 彼らはどうですか？（楽隊の新しい学⽣た
ちが前に出てきて、スワミは彼らにパーダ
ナマスカールをお与えになった）

スワミ：（数週間前に仕事部屋を移ったばかりの前
副学⻑のヴェーンカタラーマン博⼠に）ど
うして彼らに楽器を与えなかったのです
か？

ヴェーンカタラーマン博⼠： スワミ、試験の最中
でした。

スワミ： 今、試験は終わっています。彼らに楽器を
与えなさい。
（ある教師に）あなたは何を勉強している
のですか？

教師： 今は教えています。

スワミ： どの教科を？ 

教師： スワミ、数学です。

スワミ： 研究をしているのですか？ 私たちの教育機
関では、皆、2年以内に研究を終えていま
すよ！ あなたはいつ、M.Sc.〔科学修⼠〕
を終えたのですか？

教師： 6年前です。

Students With Sai: Conversations 1991 to 2000
pp.245-247

⼦⽜がいなければ、雌⽜は来ないでしょ
う。（ですが、）やってみなさい。その
ように、⽜でさえ、とても⼤きな愛情を
持っているのです。男⼦学⽣たちは⾃分
の両親への愛情を持っていません。勉学
を終えると、両親を置いてさっさと外国
へ⾶んでいってしまいます。ガーン
ディー〔ガンジー〕が英国に⾏きたがっ
たとき、彼の⺟は――彼⼥の名前は？

学⽣： プタリーバーイーです。

スワミ： 彼⼥は、最初それを許しませんでした。
彼⼥は息⼦に3つの約束をさせました。1
つ⽬は⾁を⾷べないこと。2つ⽬はお酒を
飲まないこと。3つ⽬は⼥友だちを作らな
いこと。ガーンディーはそれらを約束し
て、英国に⾏きました。
（ある学⽣に）あなたはMBAですか、そ
れともMFMですか、それとも、カウボー
イ〔⽜飼い〕（お祭りでの⽜の⾏列の担
当）ですか！！？

学⽣： スワミ、私たちはあなたの⼦供です。

スワミ：（サイ・クルワント・ホールに座っている
全員を指差して）ごらんなさい、皆、私
の⼦供です。

サイと共に



ベジタリアン
クッキング 【材料】(2~３⼈分）

・メティ（⾖苗で代⽤OK）  1束
・⽟ねぎ                               1個
・じゃがいも                      中4個
・トマト                               1個
・ニンニク                       6~7⽚
・コリアンダーパウダー   ⼩さじ1
・塩                     ⼩さじ1
・ターメリックパウダー ⼩さじ1/2
・レッドチリパウダー        ⼩さじ1
・サラダ油                       ⼤さじ3
・⽔                                ⼤さじ3

【作り⽅】
① ⽟ねぎはみじん切りする。
② メティは切って洗う。（今回は⾖苗で代⽤）
③ にんにくをみじん切りにする。
④ じゃがいもは⽪つきのまま⼩さめにカットする。
⑤ トマトをみじん切りにする。
⑥ フライパンに油を引き⽟ねぎが⾊づくまで炒め
る。
⑦ みじん切りしたにんにくを加えよく炒め混ぜる。
⑧ じゃがいもを加え2分ほど炒める。
⑨ 塩、ターメリックパウダー、レッドチリパウ
ダー、コリアンダーパウダーを加えよく混ぜ合わせ
る。
⑩ ここでメティ（⼜は⾖苗）を加えよく混ぜる。
⑪ 切ったトマトを加え蓋をする。
⑫ 5分経ったら蓋を取りかき混ぜる。

⑬⽔を⼤さじ3杯加えさらに5分煮る。
⑭ じゃがいもに⽕が通るまで弱⽕でじっくり煮る。

⾃然の豊かな恵みに感謝して頂きます。

御 ⾔ 葉
感覚には健康的な⾷物を与えねばなりません。それに
は、神聖なことを聴き、神聖なるものを⾒、真実で善良
なことを語るということが必要です。健康的な⾷物を⼝
から摂るだけでは⼗分ではありません。感覚を通して摂
取するもの全てが清浄である必要があります。

-プラサードＰ70、３⾏⽬

メティアルー
⾖苗とポテトのインドカレー

シンプルで作りやすいインドの家庭料理です！メ
ティは⾖科の植物で、⽼化を遅らせ、⼼臓や胃腸
を健康に保つ効果があります。代⽤可能な⾖苗に
も同じ効果があります。 インドでは⽩ごはんとだ
けではなく、ロティ（チャパティ）とも⼀緒に⾷
べます。是⾮、⼀緒にお召し上がりください。



神⼾センターにて

Sis. Anusha Pradhan（アヌシャ・プラダン）

プロフィール：インドの⻄ベンガル州の町カリンポ
ン (Kalimpong) 出⾝。2012年 シュリサティヤサイ
⼤学（アナンタープール⼥⼦カレッジ）を卒業。
2015年 SMITを卒業後、2019年 九州⼯業⼤学にて
化学の博⼠号を取得。2019年〜2023年国⽴北陸先端
科学技術⼤学院⼤学にて、博⼠研究員として過ごす。
現在は⼤阪⼤学勤務。専⾨はリチウムイオン電池。

オームサイラム
マザーサイの神聖な蓮の御⾜に⾝を捧げます。

私の名前はアヌシャ・プラダンで、2009年から2012
年までシュリサティヤサイ⼤学アナンタプールキャ
ンパス（アナンタープール⼥⼦カレッジ）で学びま
した。そこで学んでいる間、私はスワミの教えをた
くさん吸収することができました。

私たちの学⽣⽣活には、⼼と体の健康を訓練するた
めの⽇課がありました。⼀⽇はスップラバータムか
ら始まり、ヨガのセッションが続きます。それから、
それぞれのクラスごとに⼤学に⾏きます。授業が終
わると寮に戻り、またスポーツの準備をします。そ
の後、バジャンセッションを⾏い、⼣⾷をとります。
その後で勉強の時間があり、夜のお祈り後に眠りま
す。さらに、時間管理や新しいことを学ぶために、
たくさんの課外活動もありました。

この⽇課は、私たちに時間管理の⼤切さを教えてく
れました。⾃分の体と⼼を⼤切にすることを教えら
れ、同時に、先⽣や⽣徒たちによる多くのセヴァ活
動も⾏われました。それでは、私の⽇本での⽣活と
サイの活動についてお話したいと思います。

私は2016年に⽇本に来ました。それ以来、ここで
様々なサイの活動に関わる機会を頂き、スワミに⼼
から感謝しています。⽇本で最初に住んだのは北九
州でした。私は帰依者から北九州サイセンターを

紹介され、バジャンセッションやセヴァ（掃除な
ど）の活動に積極的に参加しました。それらの活動
は私に平安と幸福を私に与えてくれ、⼈々の幸福へ
の愛が、私の⼼に⽣まれました。

また、福岡サイセンターをよく訪れ、そこでもナー
ラーヤナセヴァを含む様々なスピリチュアルな活動
が⾏われていました。分かち合い、与える喜びは、
私に計り知れない喜びと満⾜感、充実感を与えてく
れました。これが、サイセンターを訪れるたびに家
に持ち帰る幸せでした。 

その後、2019年に私は⽯川県に引っ越しました。そ
こでも私はサイファミリーに迎えられました。
バジャンセッション、レディース活動、セヴァ活
動、スタディサークルなどを通して、私はスワミに
近づいていきました。

⾦沢サイレディース

帰依者体験談



⼥性たちの活動には、スピリチュアルなリサイタル
やバジャンを学んだり、海岸を掃除したり、ナーラ
ヤナ様のためにマスクを作ったりすることなどがあ
りました。マスク作りと⾔えば、スワミとのちょっ
とした出来事というか、体験をお話ししたいと思い
ます。

2020年3⽉7⽇、私の夢にスワミが現れました。スワ
ミはダルシャンの時間にヤジュールマンディール
（お住まい）から⾞椅⼦で、クルワントホールに向
かってお出ましになりました。しかし、スワミはひ
どく苦しんでおられ、背中を約45度の⾓度で椅⼦に
預けておられました。そして驚いたことに、スワミ
が、マスク（COVID-19⽤の製品の1つ）をしてお
られたのです。⾞椅⼦に座り、お顔にマスクをされ
たまま、スワミはクルワントホールの⼥性側を通り
過ぎられました。そして私は、他の多くの⼥性帰依
者たちと⼀緒にそこに座っていたのです。スワミは
道を横切られるとき、とても寛⼤なまなざしで私を
⾒ておられました。しばらくして、スワミはマスク
もせずに、また歩いて⼥性側に戻られました。しか
し、スワミはまた同じように寛⼤なまなざしで私を
⾒ておられる場⾯で、夢は終わりました。

⾦沢のサイレディースたちの⽀援と統率⼒により、
私たちはスワミの夢を現実に実⾏しようとしました。
⾦沢のサイレディース全員がホームレスの⼈々のた
めに⼿作りのマスクを⽤意し、名古屋サイセンター
の帰依者たちに送り、段取りと配布は名古屋の

帰依者たちによって⾏われました。私はこの神聖な
夢を実⾏に移す特権と祝福を感じました。コロナ
ウィルスのピーク時にスワミの夢を実現するために
貴重な時間を割いてくださった⾦沢サイファミリー、
⾦沢サイレディースに感謝します。

名古屋でのナーラーヤナ セヴァ

⻑年⽇本に住んでいますが、今年⼤阪に引っ越しま
した。サイファミリーの⼀員であることは、どこに
⾏ってもサイとのつながりを保つのに役⽴っていま
す。神⼾と⼤阪のサイセンターを訪れたことがあり
ますが、バジャンセッションに参加するたびに経験
する⾄福と平安は、私をスワミに近づけてくれます。
平和と調和を広めてくれているスワミと、ここの帰
依者たちにとても感謝しています。

スワミが私達⼀⼈ひとりに望んでおられる使命を遂
⾏できるように願っています。私はスピリチュアル
に強くなり、⾏く先々で幸せと平和を広めたい

と願っています。私はただ今を⽣き、神の存在を感
じたいのです。 ジェイ サイ ラム

海岸清掃セヴァ

サティヤサイサナータナ サムスクルティ
（永遠の遺産博物館）の定礎式展にて



神は困っている帰依者を
放っては置かない

- 新型コロナ感染にスワミの恩寵-

東京サイセンター
清野哲⽣

オーム・シュリ・サイラム

私が初めて東京サイセンターに伺ったのは、１９
９４年の全国⼤会のチラシを貰うことがきっかけで
した。そのときの⼤会では、来⽇したヒスロップ博
⼠が講演されていました。
１９９６年には、グルプールニマに参加するた

め、プッタパルティにも⾏きました。帰国後からは
献⾎セヴァに参加するようになり、ナーラヤナセ
ヴァやサイラムニュースの発送セヴァにも携わって
きました。

そして、新型コロナ第５波が収束し始めた２０２
１年９⽉のことです。毎⽇新型コロナ関連のニュー
スが⼀⽇中流れており、私も⼗分気をつけていまし
たが、新型コロナに感染してしまったのです。まだ
オミクロン株が登場する前の、感染症による死の影
が⾊濃いころでのことです。ワクチン接種も２回済
ませていましたので、とても動揺しました。

私は仕事の拘束時間が⻑いので、休⽇は⼤切なリ
フレッシュの時間です。休⽇には完全に気持ちを切
り替えるために、東京を離れて海へ写真を撮りに
⾏ったり、運動不⾜を解消するためのウォーキング
をしていました。

ある⽇のこと、三浦半島の海辺沿いを⻑距離
ウォーキングしての帰りの電⾞の中で、普段の疲れ
とは違う、体がやけに重くなっているのを感じてい
ました。シートに座ると東京まで眠りこけてしま
い、なんでこんなに体が重いのか、不思議に思えて
仕⽅がありませんでした。

翌⽇、午前中の仕事を終えて昼近くになったと
き、それは突然襲ってきました。体の芯に少し何か
の衝撃を感じて、急に気分が悪くなりました。熱っ
ぽく感じたので体温計で計ったところ、ピタリ３７
度５分の数字でした。「やられた」と思いました。

すぐさま♯７１１９に電話して、発熱外来を調べ
て電話しましたが、どの⼤病院、どの⼤学病院から
も断られてしまい、⼀瞬途⽅に暮れました。

どうすれば良いのかを考えていると、スーッと体

が軽くなり、体温を計ると平熱に戻っていました。
安堵したのも束の間、しばらくしてまたズンと重く
なり、再度計るとまた３７度５分に上がっていました。

⼤病院はあきらめて、近所のクリニックに電話す
ると、町内の別のクリニックが発熱外来を担当して
いると紹介され、そのクリニックで診察してもらえ
ることになりました。そこでは、たんに解熱剤と咳
⽌めを処⽅されて、診察が終ろうとしていました。
医師にＰＣＲ検査を要望しましたが、ワクチンを

２回打っているので必要ないと⾔われました。それ
でも強くお願いして、ようやく検査をしてもらえま
した。翌⽇、検査結果を「陽性でした」と告げた、
医師の沈んだ声が印象的でした。

私は保健所預かりになるため、「保健所の指⽰に
従ってください」と⾔われ、その指⽰を⾃宅で待ち
ました。処⽅された解熱剤と咳⽌めを服⽤したお陰
で、体は少し楽になっていましたが、連絡を待つ間、
不安な気持ちを抑えることはできませんでした。

そのうち保健所から連絡があり、⼊院かホテル療
養、もしくは⾃宅療養か、今、保健所で検討してい
るのでもう少し待って欲しいとのことでした。
ニュースでは抗体カクテル療法という有効な治療

法が話題になっていましたが、貴重な療法なので患
者全員が受けられるかどうか分からないという報道
がなされていました。

しばらくして、ようやく病院のベッドに空きが
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出たので⼊院できることになったと、保健所から連
絡がありました。
会社に連絡して休みの許可をもらい、東京サイセ

ンターのセヴァ仲間にも、当分セヴァに参加できな
いこと、やりかけのセヴァの後を頼んでおきまし
た。
保健所から迎えの⾞が来て、後部座席に乗り込み

ました。その⾞は、後部座席がビニールで完全に運
転席から隔離されており、換気⽤のパイプが外に出
ている、完全隔離の仕様になっていました。

病院に着くと、⽞関に医師と看護師が数⼈待機し
ていて、⼀列に隊列を組んで看護師、医師、私、看
護師の順で病院の中に⼊りました。その際に、廊下
は真ん中を歩くように指⽰され、壁に近づかない様
に歩くことと注意されました。

そして部屋に着くと⼀⼈で⼊室し、監禁状態にな
りました。廊下には⼀歩も出ることはできないと⾔
われ、クオカードを渡されました。必要な物は全
て、看護師が階下の売店で購⼊してくれるとのこと
でした。
看護師や医師は映画のシーンのように病室に出⼊

するたびに完全防御服を⾝に付け、部屋を出るたび
にそれをポリバケツの容器に脱ぎ捨てるというシス
テムでした。そのような異様な雰囲気は初めて経験
しました。全ては国費で賄われる患者であり、患者
は病院の管理下に置かれ、わがままは許されないと
いう雰囲気でした。

⼊室してすぐにレントゲンを撮ると⾔われてベッド

に横になって待っていると、廊下にゴロゴロという
⾳が聞こえてきて、オウムガイのお化けのように⼤
きならせん状の機材が運ばれてきました。移動⽤の
レントゲン撮影機材で、ベッドに横になったまま肺
の撮影が⾏われました。
私の診断結果はすぐに知らされました。肺の⼀部

に１㎝ほどの肺炎が認められ、中等症１の軽症とい
うことでした。熱を⾃覚してから、まだ三⽇しか
経っていません。進⾏の早いのに驚きました。
運のよいことに、パンデミック第５波が収束して

きた頃だったので、⼊院患者が少なかったこともあ
り、貴重な抗体カクテル療法をしてもらえることに
なりました。
病院についてから、治療が始まる前にクリニック

で処⽅された、解熱剤と咳⽌め等の薬剤が没収され
ました。その薬効が切れると、あの苦しい苦痛が復
活しました。これから始まる病院での治療がどうい
う効果があるか、素の状態に体を戻して検証すると
⾔うことでした。

そしてもう⼀つ、私はセンター活動をしている期
間は、⻑年、菜⾷を続けていましたので、提供され
る⾷事にまいっていました。⿂と⾁が交互に出て来
るメニューでした。病院管理優先と⾔われ、それに
医療チームの⾃らの⾝を守る警戒⼼からか打ち解け
た雰囲気は全くなく、患者とのコミュニケーション
も必要最⼩限という状況で、とても「⾷事メニュー
を菜⾷でお願いします」とは⾔い出せませんでした。

空腹を感じるほどの⾷欲もなく、病状からなのか

栄養状態からなのか、体の⼒が弱くなってきている
のを感じていました。それまでに出てきた⾷事のお
かずを、ことごとく⼿を付けずに残していたのです
が、看護師からの問い掛けはありませんでした。

そんな⼊院⽣活が数⽇経過していく中で、その⽇
の⼣⾷前に、ベッドの上でいつものマントラを唱え
ていると、Bro.⼩栗からスマホに着信がありました。
「どうしました？」と尋ねると、「マントラが聞こ
えてきたので」という話でした。
コロナに罹ってしまった、という短い会話で電話

を終えましたが、その電話の直後から病院中の空気
がガラッと変わりました。看護師や医師たちの顔が
柔和になったのです。

その後の⾷事で出たおかずは、またもやキャベツ
の量が極端に少ない豚⾁のキャベツ炒めでした。し
かしながら、看護師がそのまま残されているおかず
を⾒ている雰囲気に、話しかけられる状況があるの
を感じました。

「実は、⾷欲が無いのではなく、⻑年、菜⾷をし
てまして・・・」と⾔うと、「おかずを残している
ことがずっと気になっていました」と看護師が⾔い
始めました。体調が悪くて残していると思っていた
と。そしてすぐに、調理係に特別⾷に切り替える⼿
はずをしてくれました。

⾃分で交渉して解決したかも知れないし、治療と
は直接関係ない、⽣きるか死ぬかの状況にいる患者
には、とても些細な問題かも知れません。しかしな



がら、困っている中あのように空気がガラッと変
わった瞬間、スワミの愛が届いたのだと実感しまし
た。そして、⼈間は愛を受け取ると、こうも変わる
のだとも実感しました。

それからの⾷事は、⾖腐や野菜炒めの⼤盛りな
ど、サービス満点のおかずで⼤満⾜でした。おそら
く、このような患者への親切な対応が本来の医療ス
タッフの姿なのに、コロナ治療という極度の異常な
緊張と警戒⼼で固くなってしまっていたのだなと思
いました。
スワミの⾔う愛の偉⼤な⼒を実体感できるよう

に、⾒せてもらった気がしました。⼈間に愛が満た
されると、こうも違うものかと感⼼させられる出来
事でした。

そして⼜、巨⼤オウム⾙のような機材がゴロゴロ
と運ばれてきて、⼆度⽬のレントゲン撮影がありま
した。⾎液検査も⾏われ、治療の効果を診断するこ
とになりました。
抗体カクテル療法のお陰か、そのほかにも⾏って

いた療法も合わせてのことなのか、なんと⼆⽇後に
は退院できるという結果でした。⼊院して５⽇⽬の
ことでした。肺炎は解消され、コロナは陰性になっ
ていました。
逆ジェットコースターに乗った気分で、どんどん

急坂を下がっていき、破滅の地底に到着するかと
思っていると、急に⽅向転換して急⾓度で上昇し
て、明るい⻘空の雲の上に出た、という気分でし
た。

コロナに罹る運命だったとしても、スワミはその
時期を第５波の収束期に調整して、⼊院を可能に
してくださいました。治療の便宜も図ってくださ
り、抗体カクテルを使えるようにして、⼀週間で退
院できたのでした。さらに抗体値を異常に⾼い数値
まで上げて、退院後にコロナに罹りにくい体にして
くださったのです。スワミはすべてのことが安全に
運ぶように、配慮してくださったと思っています。

「苦痛や困難は神からのプレゼントです」という
御⾔葉があります。困難を通り抜けると明るい⽅へ
と導かれていくのだ、ということを実感せずにはい
られない体験でした。

感謝、感謝、合掌



＜活動報告＞
スタディー サークル

ると思う。⼩さい例だが、昨年のスタディーサーク
ルで節制のプログラムに関して、⽸ジュースを買う
のをやめれば、その分お⾦が節制できると聞いた直
後に、私は⽸ジュースを買うのをやめたことを職場
で⾔うと、『⽸コーヒーでなくてジュースとかなら
いいの？』と周りが逆にそう⾔ってくれた。」

… ② 帰依の道を歩もうとする求道者へのあざけり
や批判から遠ざかっているにはどのようにすれば良
いか？

「⽇蓮上⼈はいろいろな⼈から誤解を受けたり、
嫌なことを⾔われていたが、惑わされないで純粋な
信念をもち続けて貫き通すと、必ずそれは分か
ってもらえる時がくる、という内容のテレビ番組を
⾒た。純粋に貫き通すということが必要なのだろう
と思った。」

「信仰というものは他⼈に⾒せるためのものでは
ないと思うので、周りに⾔う必要はないが、⼀緒に
暮らす⼈や、⾝近な⼈には、説明する必要があると
思う。相⼿と状況を⾒てそれを話すのが⼀番良いと
思う。また、本当に熱⼼なスワミ※２の帰依者だっ
た⽅が途中でいろいろな情報から疑いをもち、出て
いった時、その⼈は善意のつもりで、私に⼀⽣懸命
いろいろなことを⾔って説得しようとした。私⾃⾝
は、まず他の⽅の⽣き⽅や考えも尊重する必要が必

開催⽇：２０２２年２⽉１６⽇（⽔）
テーマ：プレーマヴァーヒニー第１７節、第２３
節「疑い深い⼈々と無知な⼈々を避けなさい」、
「サンスクリット語とヴェーダ⽂化の学習を冷笑
してはならない」

参加者：41名

質問：

① 霊的求道者として（第１７節に記述されてい
るような）霊的向上への障害を避けるために、ど
のように振る舞えばよいか？
② 帰依の道を歩もうとする求道者へのあざけり
や批判から遠ざかっているにはどのようにすれば
良いか？
③ サンスクリットやヴェーダ※１⽂化の知識と
実⽣活の体験はどのような関係にあるか？

＜参加者のコメント＞

… ① 霊的求道者として（第１７節に記述されて
いるような）霊的向上への障害を避けるために、
どのように振る舞えばよいか？

「何かに夢中になっていれば、周りの⼈もその
⼈が何か没頭していると分かって周囲も整ってく



のが、空虚さを感じたときにヴェーダを唱えたり
マントラ（真⾔）を唱えたりすると、その埋め合
わせが必ずできると感じている。」

＜サイの学⽣のコメント＞

… ① 霊的求道者として（第１７節に記述されて
いるような）霊的向上への障害を避けるために、
どのように振る舞えばよいか？

「霊的な道においては、⾃分⾃⾝が障害になって
いることが多いと思う。外側のものが影響してい
るように⾒えるのは、⾃分⾃⾝が⼗分に強くない
ときなのではないだろうか。もちろんスワミは悪
い仲間を避け善い仲間といなさいとおっしゃるが、
それ以前に私たち⾃⾝が強くあってポジティブな
態度を環境に関わらずに貫けるようになることが
⼤事だと思う。私たちが直⾯するほとんどの問題
の理由は、私たちの中に六つの悪い性質（六つの
敵）※３が混在しているということ。私たちと⼀
緒に働いている⼈や家族などを私たちは変えるこ
とができない。私たちができる唯⼀のことは私た
ちの中にある六つの性質に対処して、⾃分⾃⾝が
より良くなること。たとえ環境を変えてみたり、
周りの⼈を変えてみても、別のところに⾏ったら
もう⼀度同じ問題に出くわしてしまう。それは周
りが原因ではなく、⾃分の内側のことが原因だっ

スタディーサークル

ずあると思っている。私の中の神様はサイ・ババ
と呼ばれることを全然嫌がっていないし、喜んで
いるから、私は今のままでいようと思うと答える
と、その⽅は⾃分も否定されていないし、私の⾏
動を尊重してくれるようになった。まずはあまり
周りに⾔う必要はないということと、信仰が違う
⽅への批判を
こちらからもしないということがとても⼤切なこ
とのような気がする。」

「まず、いろいろな批判とか嘲りなどの反応は
ずっとあるものだと思う。反対に称賛とか感謝も
ある。それらの思いは、それを発している側の⽅
で、⾃分のものではない。それらの⾔葉は、それ
を発している⼈、称賛や⾮難を発している⼈を証
明している⾔葉になると思う。そして、その⾔葉
に反応している⾃分が、どういう反応をしている
のかということも、⼀つの⾃分を知るきっかけに
もなる。その⼈の⾔葉はいずれにしても、⾮常に
役に⽴つ。私たちはまだまだ、霊性の途上を歩い
ている段階だと思うので、やはりそういう批判に
対しては⼼が反応してしまうことがあるが、その
ときにこそ、神と共に⽣きているという、あるい
は神と⼿を繋いで⽣きているとか、⾃分の神の⽅
にフォーカスすることによって、周りの現象がど
うであれ、それをまた違った⽬で⾒ることができ
るのではないかと思う。少し俯瞰したり、⾃分の

中に愛が満ちていれば、周りにどういう嘲りや批
判があったとしても、それに巻き込まれないので
はないかと感じた。」

… ③ サンスクリットやヴェーダ※１⽂化の知識
と実⽣活の体験はどのような関係にあるか？

「私は⽇蓮宗の家庭で育ち法華経を学んでき
て、⽇蓮宗のバールヴィカスクラス（⼦どもの開
花教室）のようなところで⼦供の頃お経を唱えて
いた。法華経では、法華経を信じて布教するもの
は本当に苦労してこの世の中では⾮難されるだろ
うと予⾒されていた。しかし弟⼦たちは『それで

も構わ
ない、信じることこそ最上の功徳である』と理解
していて今⽇まで続いている。法華経の学びが
あったおかげで、スワミに導かれてヴェーダに出
会ったと思っている。ヴェーダのパワーというの
が本当にすごいということは分かるし、帰依者の
⽅の息⼦さんやお嬢さんの病気が治るなどのたく
さんの奇跡が起きていて、本当にヴェーダは⼤事
だなと思った。」

「例えばおもしろいテレビを⾒た後やおいしい
ものを⾷べた後など、この世的に楽しい経験をし
たときには、後には空虚さが残る。その空虚さを
埋め合わせるためにまた⾒たい、もっと⾷べたい
と思うようになってしまう。今私が実践している



「実践していることの不履⾏を避けることだと
思う。善良であることと、神にフォーカスしてい
く必要がある。周りの称賛や批判を気にも留めな
いことが⼤事。幸せなときとそうでないときとの
揺らぎを⼩さくしていくこと。嫌なことや、善く
ないことがあっても悲しんだり、揺らぎを避け、
不動⼼をもっていることが必要。過去を思いわず
らったり未来を⼼配することを避ける必要がある。
今この瞬間だけを霊的求道者として考えている必
要がある。そしてネガティブに考えることを避け、
霊的なことに取り組み、ポジティブさを作り上げ
ていく必要がある。世俗的楽しみをさし控える必
要がある。世俗的なことにおいても不注意を避け
ていかなければならない。」

「⼀体どうやって他の⼈の嘲りや批判とか、そ
ういうものを避けることなどができるだろうかと
いうこと。もう⼀つは、実際に、その嘲りとか批
判が⾏われたときに、どうやってそれを無視する
ことができるだろうかということ。これらの⼆つ
の状況に対して何か対応しよう、何か反応しよう
と考えるのは求道者にとって良くないことだと思
う。例えば、もし私たちが誰かよりも優れている
と感じるのであれば、あるいはもし⾃分たちの⽅
が他者よりも道徳的で倫理的であると思うのであ
れば、⾃分の実践が他者と⽐べてずっと良いと考
えるだろうと思う。そのような思いが他者を⾮難
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たということになる。もし周りのことが⾮常にネ
ガティブに⾒えると、⼀体何がネガティブさを作
り出しているのだろうかと、⾃分の中の何がその
ように⾒ているのだろうかとフォーカスしていく
ことで変えていくことができる。例えばスワミが
おっしゃっているが、帰依者の皆さんが（プッ
タ）パルティ※４に来られる時に、何かを期待し
て来られる。ダルシャン※５を得たいとかパーダ
ナマスカール※６したいとか、何かを物質化して
欲しいとか。その⼀⽅で、もしスワミが⼀瞥もく
れなかったなら、いや彼は神でないとか、スワミ
はお⾦や地位のある⼈にしか⾒向きもしないと
か、そんなことを⾔うようになり、スワミを責め
たり、ネガティブになってプッタパルティに来な
くなり、⼼も落ち着きがなくなってしまう。
フォーカスが外側の環境の⽅に向いているから、
スワミが全然⾒てくれないととても悲しくなる。
それはこうして欲しいと期待をもっているから
で、期待がなくなれば全然問題がなくなる。そう
いった⾃分の内側の期待が原因であると探し当て
て、それを変えるということ。スワミがおっしゃ
るように外側にあるものは何も影響しえないとい
うこと。私たちが霊的にいかに内側で強くいられ
るのかということ。私たち⾃⾝が最⼤の霊的な旅
路の障害で、私たちが障害だということ。」

「特定の⼈々に⾃分とは違うところがあると、
避けるようになったりすることがある。しばしば
他の⼈がどのように振る舞っているか、関⼼を
もって眺めることがあると思うが、考えていたの
と違う振る舞いがあれば批判するようになったり
してしまう。⾃分⾃⾝も多かれ少なかれ、他の
⼈々が振る舞っていることに⼲渉をしないように
したり、他の⼈がどう振る舞っているかというこ
とに対して、過⼤な関⼼をもたないようにと思っ
ている。他⼈ではなく、⾃分⾃⾝がどのように義
務を果たしているのかということに焦点を当てて
いきたい。そして他⼈のことを嘲ったりする⼈は
誰でもその⼈の時間を無駄にしていると思う。そ
の⼀⽅で霊的な求道者たちは、時間を最も効果的
に使っている⼈々だと思う。そういった意味で、
霊性修⾏を⾏うということこそがすべきことで、
他⼈を嘲たり批判したりするのは最もすべきこと
でない。霊的求道者も、何かゴールに辿り着こう
として⼀⽣懸命努⼒をするが、そのプロセスにお
いては、⾮常に多くの批判などにも直⾯していく
ことになる。でも、そういった状況においても求
道者は⾃分⾃⾝の義務だけを考えていくべきだと
思う。」

… ② 帰依の道を歩もうとする求道者へのあざけ
りや批判から遠ざかっているにはどのようにすれ
ば良いか？



を思い出して怖くなった。その時、前⽇に僧侶の
家で聞いたシローカを思い出した。それは、困難
があったときには神の御名を唱えれば間違いなく
助けてくれるというシローカだった。彼はそれか
ら神の御名を唱え始めると時間通りに僧侶の家に
着くことができた。すると僧侶が『今⽇も同じよ
うに川の中に⽯があっただろうに、どうして今⽇
は時間通りに来られたのか？』と聞いた。配達⼈
は『今⽇は神の御名を唱えたおかげでちょうど時
間通りに着くことができたのです』と答えた。僧
侶はそれを聞いてショックを受けた。そんなこと
が本当に可能なら⾃分⾃⾝で試してみたいと思っ
た。でも実際に僧侶がそれを試してみようとした
ところ、⽔が冷たすぎてうまく歩くことができず、
滑って転びひどいけがを負ってしまった。その様
⼦を⾒ていた⽜乳配達⼈は、『ただ唱えることは
まったく重要ではない、そのシローカの⾔ってい
ることをちゃんと信じて実際に実践することが⼤
事なのだ』と理解した。」
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する元になる。そして、それが嘲りだとか批判と
いうことになってくる。そのような思いが⽣じる
原因はエゴ。⼀つ⽬は他⼈を判断したり責めたり
嘲ったり批判したりしないということ。また、も
し何かのメッセージを批判的に伝えなければなら
ない状況があったとするならば、それをスワミが
おっしゃるように可能な限り親切に伝える必要が
あるだろうと思う。そして、誰かが嘲ったり批判
したりしたときに、他者から批判をされた場合に
は、その過ちが⾃分の中に有るのか無いのかとい
うことを考える必要がある。間違いが⾃分にある
ならば、その間違いを正すことができる。もし、
間違いが⾃分にないのであれば、それを問題にす
る必要はない。」

… ③ サンスクリットやヴェーダ※１⽂化の知識
と実⽣活の体験はどのような関係にあるか？

「もちろんサンスクリットやヴェーダの知識を
知っているだけでは⼗分ではなく、⽇々の実践の
中にそれを持ち込むことができなければならない
だろうと思う。そして皆さんおっしゃっているよ
うに、ヴェーダやサンスクリットの知識というの
は⾮常に⾼次の知識だが、ただそれを覚えるとい
うだけではそこからエッセンスを引き出すことは
できないだろうと思う。例えば、皆スタディー
サークルに定期的に参加し、その⽇に話し合われ

ている章についていろいろな⼈が話している意⾒
を聞いたりする。そのように学んだことが実践に
移されなければ、学ぶことのすべてに感謝の念を
抱くことには⾄らないと思う。先ほど⾔ったよう
に、他者がいろいろな⾏為をしているときにそれ
に⼲渉しないとか、⼀歩ひいてそれを⾒ることは
とても必要なことだと思った。今⽇このようなス
タディーサークルをしても、なお他⼈を嘲ったり
批判したりすることがあるなら、こういったスタ
ディーサークルで学んだことを⽣かせていないと
いうことになる。いろいろな⽂献のテキストを覚
えても、それを実践しなければ意味がないという
ことになる。」

「あるところに僧侶がいて毎⽇バガヴァッドギー
ター※７を唱えていた。そのシローカ※８の意味
は『いつも困難に陥ったときには神の御名を唱え
なさい。そうすれば間違いなく神様が助けてくれ
ることでしょう』という意味だった。⽜乳配達⼈
が⽜乳を届けにやってくると僧侶はすぐに怒りだ
して、配達⼈に『なぜ今⽇は遅れたのか』と𠮟り
つけた。配達⼈は『来る途中に渡ってくる川に⼤
きな⽯が落ちていたから、それで遅れました』と
⾔った。僧侶はまだ怒っていたが、『それならわ
かった。明⽇はもっと早く来なさい』と⾔った。
次の⽇、配達⼈は早く家を出たが、また川に⽯が
落ちていた。⽜乳配達⼈は前の⽇に怒られたこと
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ババ様の御⾔葉

「バガヴァッド ギーターも、この宇宙のすべ
てのものに神性が浸透していると明⾔しています。
バガヴァッド ギーターは、霊性の本質は唯⼀性
であると宣⾔しています。それを認識する代わり
に、⼈々は他⼈を批判することにふけっています。
神性はすべてのものの中に隠れているのですから、
他⼈を批判することは神を批判することに等しい
のです。」

２０００年１０⽉１⽇
https://sathyasai.jp/discourses/discourses/d_20001

001.html

※１ヴェーダ：神聖な真理の⾔葉、神の息吹の集成であり、
古代インドの聖賢たちによって視覚化された。もとは⼀つ
だったものをヴィヤーサ仙がヤジュル ヴェーダ、リグ ヴェー
ダ、アタルヴァ ヴェーダ、サーマ ヴェーダの四つに編纂した。
※２スワミ：聖者などの尊称、ここではサイ・ババ様のこと。
※３六つの敵：カーマ〔欲望／情欲〕、クローダ〔怒り〕、
ローバ〔貪欲(どんよく)〕、モーハ〔愛執(あいしゅう)・妄
想・執着〕、マダ〔⾼慢(こうまん)・⾃惚れ〕、マーッツァ
ルヤ〔嫉妬(しっと)あるいは憎しみ〕。
※４プッタパルティ：スワミの⽣誕地であり本拠地である町
の名前。
※５ダルシャン：聖者や神を拝⾒すること。
※６パーダナマスカール：御⾜への礼拝、帰命頂礼(きみょう
ちょうらい）。聖者や両親などの⾜に平伏して⾏う礼拝。
※７バガヴァットギーター：インドの⼤叙事詩『マハーバー

ラタ』の中の詩。マハーバーラタの戦いの前にマーヤーに
よって戦う意気を失ったアルジュナにクリシュナが説いた御
教え。
※８シローカ：詩節、⼼を楽しませる同じ⾳節をもつ四つの
句で組み⽴てられた詩節。

開催⽇：２０２２年３⽉３⽇（⽊）
テーマ：プレーマヴァーヒニー第34節、第42節
「⽴ち上がり、⽬覚め、愛と信愛の道を歩みなさ
い」、「霊性と解脱の道を歩みなさい」

参加者：39名

質問：

① 真実、寛容、道徳性、規律等の価値を受け⼊
れるために必要なステップは何であり、どのよう
にそれらを受け⼊れることができるのか？
② ラーマラージャ（ラーマ※１の王政）とスワ
ミ※2がおっしゃる理想の社会を、闘争と論争の
さなかの時代にいながら、どの程度までそれが可
能か？
③ 神の愛を求めて正しい⾏いをするのであれば、
⾏動の⾒返りを求めることにはならないのか？

＜参加者のコメント＞

… ① 真実、寛容、道徳性、規律等の価値を受け
⼊れるために必要なステップは何であり、どのよ
うにそれらを受け⼊れることができるのか？

「私の場合はとても悩み苦しんだりして、⽣きづ
らさを感じてから本当の真実とは何かを考えるよ



という⼆つの種類があって、内側からの促しが良
⼼そのもので、それ⾃体が神だと思うし、そのう
えで⾏動することが⼤事だと思った。」

「神の愛を求めて⾏動するのなら、それが⾒返
りを求めているのかどうかはわからないが、全然
良いと思う。それはスワミも喜ばれると思う。」

＜サイの学⽣のコメント＞

… ① 真実、寛容、道徳性、規律等の価値を受け
⼊れるために必要なステップは何であり、どのよ
うにそれらを受け⼊れることができるのか？

「基本的に真実、寛容性、道徳性、規律はもと
もと⼈間に備わっている。⾔葉を覚えたばかりの
⼦供は決して嘘をつかないのは、幼い⼦供でも彼
らなりに逸れないような規律をもっているから
だ。もし不道徳性があるなら、外から⼊ってくる
ということ。私たちは誰かを喜ばせるために嘘を
ついたり、あるいは何かの幸せや⼀時的な幸せを
得るために、良くない⾏いをしてしまうかも知れ
ない。それによって友⼈や家族が喜ぶことがある
かもしれないが、決して神様はハッピーではな
い。真実、寛容、道徳性、規律などの価値すべて
の実践において同じことがいえる。道から逸れる
ことの唯⼀の解決は、やはりこういった道を辿ろ

うと決意す
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うになった。そしてスワミを知って、スワミの本
を読んで、少しずつ真実、寛容、道徳、規律を学
び、 ⾏動していった。すると徐々に幸福感が増え
ていった。だから最初は⾃分が迷っていて、暗闇
にいるという⾃覚から始まると思う。」

「⾃分⾃⾝が少しでも良くなりたいという気持
ちが起きてきたときに、気づかされるような経験
があると思う。ババの本を読む前に『あるヨギの
⾃叙伝』という本に出会った。その本にはものす
ごい磁⼒のようなものを感じた。そこには真実が
書かれていると思い、それをきっかけにギーター
※3を読んだり、ババご⾃⾝が書かれた本も読むよ
うになった。真実や寛容、道徳性や規律は、最初
はおぼろげで、⼊りきれない感覚はあったが、向
上⼼が⽬覚めてきた時に⾃分の中で決⼼のような
思いが強く出た。やはり⾃分が決⼼したときがす
ごく⼤事だったような気がする。」

… ② ラーマラージャ（ラーマ※１の王政）とス
ワミ※2がおっしゃる理想の社会を、闘争と論争
のさなかの時代にいながら、どの程度までそれが
可能か？

「スワミは御⾃⾝の講話の中で『全⼈類の幸せ
と繁栄を祈って欲しい』、『⼈類同朋に慈悲を注
ぐことのできる者だけが神の恩寵の中に⾃分の場

所を要求することができます』とおっしゃってい
た。だから私や私の国とかではなくて、私たちの
社会、私たちの世界は全て神のもので、分け隔て
ないと思う。私が実際にパルティ※4で⾒た、スワ
ミの帰依者たちの献⾝的にセヴァ（奉仕）をされ
ていてる姿は、本当にプレマ（愛）を体現されて
いたように思う。スワミ同様に、帰依者がとにか
くすばらしいと私はパルティに⾏く前から友⼈に
聞かされていた。スワミのご意志のあるところと
思うまで、スワミの道具として真⾯⽬にやらなけ
ればならないと思う。」

「今ウクライナが攻められている。こんな戦争
が起こっている⼤変な状況だが、それでも世界中
で、平和を願ってデモが⾏われている。⼤変な戦
いの中でも⼈類愛のような、⼈間の本当に底に⼤
きな愛があるのだといろいろなところで感じる。
いかに愛を信じられるのかという点は、もちろん
そこには信仰があると思うが、本当に愛を信じる
⼒が⽀えになっていくと思った。」

… ③ 神の愛を求めて正しい⾏いをするのであれ
ば、⾏動の⾒返りを求めることにはならないの
か？

「正しい⾏い⾃体がダルマ（正義）でダルマに
はアートマダルマ※５とアーチャーラダルマ※６



がある。外から様々な邪魔が⼊って理想にはなり
にくい。本当に私たちが神というものを⼀番優先
順位が⾼いものとして据えるのであれば、理想の
社会に変わっていくだろうと思う。」

「ラーマは⾮常に善良で皆から神として崇拝さ
れていたが、その⼀⽅で決して神様のように⽣き
られた⽅ではなかった。ラーマは決して何か多く
の奇跡を⾏ったりだとか、超常現象的なことを起
こしたり、⾃分の神性を⽰すためにそういったこ
とを⼀切されなかった⽅だった。⾃分は正直に⾔
うと、ラーマのことを神だと感じるのではなく、
理想の⼈間だと感じている。⼈間社会において、
その王国を上⼿く統治することができるのは、本
当にその統治者の神なる性質によってのみ、そう
することができるものだと思う。ラーマが他者の
意⾒を尊重すれば、王がそうするとすべての⼈々
も他者のことを尊重するようになっていった。私
たちは、私たちが称賛するものに等しくなってい
く。」

… ③ 神の愛を求めて正しい⾏いをするのであれ
ば、⾏動の⾒返りを求めることにはならないの
か？
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ること。それが解決法だと思う。何らかの状況や
事情によってこれらの道に従っていくことができ
ない場合は、スワミにこれらの道を実際に辿って
いけるようにお祈りすることが⼤切。⾃分の理解
ではそういった決意がこれらの道に従って⾏くた
めに必要だと思う。」

「これらの特質はもともと⼈間に備わっていて、
それらは神の性質であるとスワミはおっしゃって
いる。これらの神聖な特質は社会が進んでいくう
ちに失われてしまった。なぜかというと神への愛
と罪への恐れを失ってしまったからだとスワミが
おっしゃっている。その代わり⼈間は神を恐れて
罪を好むようになってしまった。また気を付けな
ければいけないのは、真実、寛容、道徳、規律は、
ともすると邪悪な六つの性質（6つの敵）※７の⼀
つひとつに置き換えられてしまう危険があるとい
うこと。それらの悪い特質を抜き取っていく⽅法
は、神の御名を唱えたり、サットサング（善⼈と
の親交）の中にいるようにすること。始めるのに
決して遅すぎることはない。早く出発して、ゆっ
くり運転して、安全に到達しなさいとおっしゃっ
ている。サーダナ（霊性修⾏）をとおしてのみこ
れらの性質を培っていくことができる。」

… ② ラーマラージャ（ラーマ※１の王政）とス
ワミ※2がおっしゃる理想の社会を、闘争と論争
のさなかの時代にいながら、どの程度までそれが
可能か？

「もちろんラーマラージャというのは本当の理
想。どんな個⼈であれ社会であれ、もし神がその
中⼼であったのなら、理想に近付いていくと思う。
それは決して⽂字通り本当にラーマがやってきて
統治してくれるという訳ではないが、私たちが内
側においてラーマからいつも導きをいただくこと
によって、その理想に近付いていくということだ
と思う。これまでもたくさんのアヴァター（神の
化⾝）が降臨されたが、正にスワミはこの時代に
やって来られて、この時代に適したルールという
ものを、道を敷いてくださった。時も移ろい、
⼈々の⽣活様式や、⼈々の考え⽅のプロセスもす
べて変わってしまった。ラーマの時代から、クリ
シュナ神※８の時代、スワミの時代へと⾮常に多
くのことが変化した。時間は移ろっているが、
ラーマやクリシュナ神や、スワミのそれぞれから、
異なった良い部分を受け⼊れながら、それを私た
ちの中に取り込んでいくことによって私たちが理
想に近付いていくと思う。科学の世界でも、よく
理想という⾔葉があるが、⼤抵は現実の世界では
外界から別のファクターがいろいろ⼊ってしまっ
て、決して理想にはならない。実験には必ず誤差



※４パルティ：プッタパルティのこと。スワミの⽣誕地であ
り本拠地である町の名前。
※５アートマダルマ：神我のダルマ、神のダルマ「真のダル
マとは、アートマの⾄福、内的ヴィジョン、⾃分の本質は絶
対者と同じであるという揺るぎない信仰、そして、すべては
ブラフマンであるという認識に包まれていることです。この
四つこそ正真正銘のダルマです。特定の個⼈という⾝体とし
ての存在に対し、実践の便宜上、この四つには名前がつけら
れています。（しかしそれでもなお、内に秘められた、アー
トマの実在というダルマに満たされています）。その名前と
は真理、平安、愛、⾮暴⼒です。絶対実在が⼈格化されたも
のである個⼈は、⽇常⽣活の中でこれらに従うことができま
す。過去も現在も、ダルマの追求⽅法とは、何をするとき
も、何を考えるときも、この崇⾼な原則を堅く守ることで
す。今⽇の真理、平安、⾮暴⼒、愛とは、絶えずアートマに
浸ることであり、内的真理を捉えて離さないヴィジョン、⾃
⼰の本質への瞑想、すべては唯⼀無⼆のブラフマンであると
いう認識に間断なく浸ることに他なりません。根本的なもの
と派⽣的なものを統合し、調和させなければなりません。そ
のときにのみ、それをアートマダルマと呼ぶことができるの
です」『⽣きる道 ダルマヴァヒニ』p26
※６アーチャーラダルマ：実践的なダルマ。「⼀時的な 、⾝
体的必要性に関係しています 。つまり⼈間と 現実世界との束
の間の関わり合いに関係するものです。これらの規律を守る
ための実際の道具である⼈間の⾝体は不変のものではありま
せん 。それなら実践的ダルマはどうして永遠でありえるので
しょう ？そのようなダルマの本質がどうして真理であると⾔
えるのでしょう？消え去っていくものに永遠のものは表せま
せん。」『⽣きる道 ダルマヴァヒニ』P18
※7六つの敵：カーマ〔欲望／情欲〕、クローダ〔怒り〕、
ローバ〔貪欲(どんよく)〕、モーハ〔愛執(あいしゅう)・妄
想・執着〕、マダ〔⾼慢(こうまん)・⾃惚れ〕、マーッツァ
ルヤ〔嫉妬(しっと)あるいは憎しみ〕。
六つの敵：カーマ〔欲望／情欲〕、クローダ〔怒り〕、ロー
バ〔貪欲(どんよく)〕、モーハ〔愛執(あいしゅう)・妄想・執
着〕、マダ〔⾼慢(こうまん)・⾃惚れ〕、マーッツァルヤ
〔嫉妬(しっと)あるいは憎しみ〕。
※8クリシュナ神：ヴィシュヌ神の化⾝、ドワーパラユガにお
ける神の化⾝ 純粋な愛の具現。
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「私たちは神の愛を求めて⾏動するのではなく、
ただ⼈々が幸せであることを望んで⾏動すべきだ
と思う。それは⼈への奉仕が神への奉仕というこ
とだから。もし私たちの⾏動が⼈々を喜ばせるの
であればそれは神様が幸せでいらっしゃることを
保証してくれると思う。私たちの良⼼に従うこと
がさらに⼤事なこと。正しいことを⾏っていれば
必ず神様が幸せでいてくださるということは保証
されると思う。」

「⼈間にとっての最⼤の達成というのは神への愛
をもつことだと思う。⾃分の場合にはいろんな⾏
動を神の愛が欲しいと思ってすることは⼤いにあ
る。例えば、もし⾃分の⾏動を神様はそれをお好
きだろうか、それを嫌うだろうかと考えること
が、⾃分⾃⾝の⾏動に対しての指標になっている
と思う。神の愛を得るということは、どんな⼈間
にとっても最⼤の達成だと思う。そしてそれが⼈
⽣の⽬的でもあると思う。だから神の愛が欲しい
から⾏動することは何も間違ってはいないと思
う。そのように考えて社会に良い⾏いをしていく
のなら⾮常に良いこと。」

「神の愛を求めて正しい⾏いをすることは間違っ
ていないし、⾃分もそうしてきた。それに加え
て、本当に神様とは⼀体誰でいらっしゃるのかと
いう理解が、私たちにとてもインパクトを与える

こと

だと思う。もし神様という存在が写真の中だけの
存在だと思ってしまうのなら、そこに納まってい
るだけの神様の愛をいただいてもあまり嬉しいこ
とではなくなってしまうかもしれない。神様と私
⾃⾝や他のすべての⼈々を同じく等しいものと考
えるのなら、神様の愛を求めることは決して間
違っていないと思う。神様をどう理解するかに
よって、そして神の愛というものの理解がポイン
トだと思う。」

ババ様の御⾔葉

「あなたは神から来ました。あなたは神の栄光
の⽕花です。あなたは⾄福の海の波の⼀つです。
あなたは、再び神に帰融する時、初めて平安を⼿
に⼊れるでしょう。道に迷った⼦供のように、あ
なたは⺟と再会した時、初めて喜びを得ることが
できるのです。海の滴は、蒸発して上昇し、雲と
呼ばれる集合体と⼀つになって地上に降り、⾕に
沿って流れ、最終的に海へと辿(たど)り着きます。
それと同じように、あなたが⾒失ってしまった海
へ辿り着きなさい。その旅を始め、早く、軽快に
旅をしなさい。」

１９６６年１０⽉１７⽇

※１ラーマ：トレーターユガにおける神の化⾝、美徳と正し
い⾏いにおける最⾼の模範。
※２スワミ：聖者などの尊称、ここではサイ・ババ様のこと。
※３ギーター(バガヴァットギーター）：インドの⼤叙事詩
『マハーバーラタ』の中の詩。マハーバーラタの戦いの前に
マーヤーによって戦う意気を失ったアルジュナにクリシュナ
が説いた御教え。
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開催⽇：２０２２年３⽉９⽇（⽔）
テーマ：プレーマヴァーヒニー第４５節、第４６
節「⼀途な信愛と⼼の平静を実践しなさい」、
「⾃惚れと疑念を避けなさい」

参加者：51名

質問：

① ⼀点集中と平静さは、どのように好き嫌いか
らの脱却につながるか？
②「もし世界に不和があるように⾒えるのであれ
ば、それはあなたの中にある⽋点のせいなので
す。もしすべてが⼀つの愛（プレーマ）として⾒
えるのであれば、それもまたあなたの愛ゆえで
す」この原理を最⼤限活かすには、どうすれば良
いか？
③ 疑念に苛まれるときにも、⾃分の実在のなか
にしっかり留まるには何が必要か？
＜参加者のコメント＞

… ① ⼀点集中と平静さは、どのように好き嫌い
からの脱却につながるか？

「好き嫌いの原因は、⾃分が世の中の⽅に向いて、
外側の世界に惹かれると、そこに何か好きなもの
ができてしまい、逆に嫌いなものができたりする。

周囲の世界ではなく、スワミ※１に⼀点集中する
ことによって⼀貫性が得られ、好き嫌いからの脱
却につながるのではないかと思う。」

「⼀点集中により⾃分の⼼が穏やかなときは⾃
我意識がほとんどなくなり、対象に集中すること
によって私というものを忘れるので、⾃我意識か
ら出てくる好き嫌いはなくなっていくと思う。」

「つい先⽇、務めている鉄道会社で⼀⽇に２回
⼈⾝事故があり、２回⽬はなかなか電⾞の運転が
回復せず、騒々しい状況だった。列⾞の運転を
司っている運輸指令があり、私の上司が今⽇の指
令は下⼿くそだなどと⽂句を⾔い始め、その司令
と運転⼿のやり取りが聞こえ、指令側が運転者に
怒っているなど、混乱した状況におかれていた。
その時に、ふと、この状況もスワミが作りだして
いるのだと思ってスワミに集中すると、その途端
にちょうど改札⼝に⽴っている⽅から『すみませ
ん、定期の買い⽅が分からないので教えてくださ
い』と⾔われ、その場を離れて、そのお客さんに
定期の買い⽅を教えた。そういう騒々しい状況に
おいても神に集中していれば、奉仕の機会を与え
ていただけた。騒々しい状況でも神に⼀点集中す
る こ と に よ っ て 切 り 抜 け ら れ る の か な と思っ
た。」

… ②「もし世界に不和があるように⾒えるので
あれば、それはあなたの中にある⽋点のせいなの
です。もしすべてが⼀つの愛（プレーマ）として
⾒えるのであれば、それもまたあなたの愛ゆえで
す」この原理を最⼤限活かすには、どうすれば良
いか？

「まず⾃分の⽋点を⾒つけ、きちんとそれを把
握し、それを取り除きたいと思うことが⼤事。全
託をしていると、何もかもババがご存知で、進ん
で⾏くべき道、やるべきことなどを知らず知らず
に歩ませていただけるような気がする。愛を拡⼤
したり、愛に⽣きるということを本当に⽣活の中
で実践していけるようになることだと思う。最
初、東京センターに⾏った帰りにお弁当をいただ
いた。無料と知らず驚き、このお弁当をどのよう
に作って、たくさんの⼈々に配っているのだろう
と過程のことを考えた。やがて⼤阪センターで
ナーラーヤナ セヴァ※２に参加するようになっ
た際、おにぎりを作って、ナーラーヤナ様（ホー
ムレスの⽅々）のところに持っていって配ること
をいざやってみると、幸せで、上下で考えるよう
な気持ちがどんどん無くなり、純粋になれる気が
した。セヴァを神に捧げ、集中していると⾃然に
浄化されていくのではないかと思う。」
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なぜなら⼀⽇ずっとその⽔瓶に集中していたから
です。』とナーラダは答えた。このことが何を⽰
しているかというと、私たちが何かにフォーカス
して集中している間は他のすべてのことを忘れて
しまっているということ。もし私たちが⼀点集中
をもって⾃分の⼈⽣の中で職業的なことや霊的な
ことなど、何か⼀つの側⾯に⼀点集中したのであ
れば、それ以外のことに気持ちが流れることを⽌
めることができるということ。私たちが本来ある
べき道筋から逸れた時にそういった好き嫌いが⽣
じてくる。⼀点集中を⾝に着けることができれ
ば、好きとか嫌いなど霊性から逸れることを防ぐ
ことができる。」

「スワミは『本当の帰依者とはどういうこと
か？』と聞いていらっしゃる。幸せであろうと良
くないとき、勝利のとき、敗北のときであろう
と、同じ気持ちでいられるならば真の帰依者であ
るとスワミがおっしゃっている。バガヴァッド
ギーター※６の中でも平静でいることができる⼈
がゴールに早く到達できると⾔っている。ではど
うやって平静を達成するのか。⼀つの平静の形
は、良いものだけでなく、悪いものを含めてすべ
てを神様に捧げることだとスワミはおっしゃって
いる。神様は悪いものは底の⽅にしまって、そこ
から良いものを引き出すことができる鞄のような
もの。スワミのたとえによれば、悪いものはすべ

て預け

「⾃分の五感やマインドに指⽰を出せるほどの
強い知性と意志の強さをもたなくてはならないと
思う。純粋な意識を培うという準備が常に必要だ
と思う。そのためには理想的な⽣活の技法、真理、
正義、平安、愛、⾮暴⼒というものに満ちた⽣活
を⽇頃から⼼がけて守っていくということ。また
暴⼒的な傾向や、そそのかしたりする先導的な⽅
法を避ける知性も必要だと思う。今⽇のスライド
の中にあったプンダリーカ※３のように、⼼のな
かの美しさを求めるべきで、外界の華やかさを追
い求めてはいけないと思う。」

… ③ 疑念に苛まれるときにも、⾃分の実在のな
かにしっかり留まるには何が必要か？

「疑念に苛まれるということは、⾃分が思って
もいない意外な反応が返ってきたりすること。良
いことや愛だと思って⾏っていたことが、この世
的な偽りの愛の取り引きを経て、思ってもみな
かったものが返ってきたときに、どうしてかなと
思う。平静さがあるときに、純粋な愛ではなかっ
たかもしれないと気づくことができるのかなと
思った。」

＜サイの学⽣のコメント＞

… ① ⼀点集中と平静さは、どのように好き嫌い
からの脱却につながるか？

「⾃分の意⾒では平静であるということと好き
嫌いがないということは、同じこと。その⼀歩⼿
前の⼀点集中がなぜ平静さに繋がるのかという部
分について考えたい。それに関してもスワミが話
してくださった。ある時ナーラダ※４がヴィシュ
ヌ神※５に『あなたから⾒て偉⼤な帰依者とは誰
か？』と聞いたときに、ヴィシュヌ神がある農夫
を指さして『彼が最⾼の帰依者だ』とおっしゃっ
た。それでしばらくナーラダはその農夫の様⼦を
⾒ていたが、その後でヴィシュヌ神のところに
戻ってきて、『⾒ている限りその農夫はまったく
あなたの御名を唱えていない。その間、私はあな
たの御名をずっと唱えていました。なぜ農夫が私
より良い帰依者であると⾔い切れるのでしょう
か？』と⾔った。そうするとヴィシュヌはナーラ
ダにすべき仕事を与えた。仕事とはナーラダの頭
の上に⽔瓶を置いて⼀滴も⽔をこぼさないで宇宙
を⼀周歩いてくるというものだった。ナーラダは
その仕事を終えてヴィシュヌのもとへ帰ってきた。
その時にヴィシュヌがナーラダに『⾏って帰って
くるまでの間に何回御名を唱えたか？』と聞くと
『今⽇はまったく唱えることができませんでした。
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霊性修⾏者にとって、かなり優先順位の⾼い動機
であるべき。⼆つ⽬に、誰かが間違いを犯した場
合、私たちがすでに設定したルールに誰かが違反
した時には、それを受け⼊れるべきではないと思
う。２つのシナリオのもと、単純に⽋点を⾒るか
どうかという所においてはオープンマインドであ
るべきで、既に設定してあるルールを破る⼈がい
る場合には⾒過ごしてはいけないと思う。」

… ②「もし世界に不和があるように⾒えるので
あれば、それはあなたの中にある⽋点のせいなの
です。もしすべてが⼀つの愛（プレーマ）として
⾒えるのであれば、それもまたあなたの愛ゆえで
す」この原理を最⼤限活かすには、どうすれば良
いか？

「私たちは物事を異なった視点から⾒る。例え
ばラーマーヤナ※８では、ハヌマーン※９がシー
ター※１０を探しにランカー※１１に⾏った時に、
ハヌマーンはその時⾮常に怒っていたため、ラン
カーは⻩⾦の街だったが、それを観ても美しさを
味わったりすることができなかった。どれほどラ
ンカーの街が美しかったとしても、それはどのよ
うな⾒⽅をするかにかかっている。もし美しいも
のであったとしても、そのことにケチをつける理
由を探すことになってしまう。つまり私たちがど
のように物を⾒るのかということ。それは⽇常⽣

てしまって、代わりに良いものをいただくことが
でき、そうすればゴールに近づく旅ができる。で
も悪い特質のすべてを神様に捧げることは可能だ
ろうか？それをするには悪い性質とは何なのか理
解し、まず、これは⾃分の悪い性質なのだと理解
して受け⼊れなければならない。⾃分にはこうい
うエゴがあっても良いのだと思ってしまうと、そ
れが悪いものであると認識して神様に預けること
ができなくなってしまう。では、エゴをどうやっ
て減らすかというと⾏為者意識を減らすことに
よって。どうやって⾏為者意識を減らせるのだろ
うか？それは私たち⾃⾝が既に神の⼀部なのだと
『ソーハム※７』と絶えず思い出していることに
よ っ て 。私た ち は ⾝ 体 で も な く ⼼ で も な く 、 
『ソーハム』、私は神であると覚えておくための
集中⼒が必要になる。スワミは瞑想は真実を知る
ための⼀つの⽅法であるとおっしゃる。瞑想は⼀
点集中的な神への集中に他ならない。⼀点集中的
に私は神であると集中できたならば、そのような
やり⽅でエゴを減らすこと、⾃分の⾏為者意識を
減らすことができて、平静に繋がっていくだろう
と思う。」

… ① ⼀点集中と平静さは、どのように好き嫌い
からの脱却につながるか？

… ②「もし世界に不和があるように⾒えるので
あれば、それはあなたの中にある⽋点のせいなの
です。もしすべてが⼀つの愛（プレーマ）として
⾒えるのであれば、それもまたあなたの愛ゆえで
す」この原理を最⼤限活かすには、どうすれば良
いか？

「誰に対してもいかなる偏⾒ももつべきではな
い。まず霊的な求道者としては誰に対しても⼼を
開いていること。霊性においては、私たちは⾃分
⾃⾝の⾊々な⾔葉や⾏動を識別して⾏動しなけれ
ばならない。もし偏⾒をもっていたなら、何も⾃
分⾃⾝の⽋点を⾒つけることができないし、⾃分
⾃⾝が成⻑していくことができない。そして私た
ちは誰に対しても判断したり、他者の⽋点を⾒つ
けたりしてはいけないと思う。オープンマインド
というものが、他者を受け⼊れることにおいて役
⽴っていくと思う。今⽇、⼀番⽬の質問において
学んだ平静というものが、他者の中に⽋点を⾒つ
けた時にも冷静でいることを助けてくれるだろう
と思う。他者の中に⽋点を⾒た時に、では⾃分の
どこに⽋点があるから、それを⾒つけたのかを考
えることが私たちを助け、また利益のあることだ
と思う。そして⾃分⾃⾝の⽋点を⾒つけることが
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※１スワミ：聖者などの尊称、ここではサイ・ババ様のこ
と。
※２ナーラーヤナ セヴァ：⼈の姿をとった神たちに⾷事を施
す奉仕。
※３プンダリーカ：両親を神として献⾝的に仕え、訪ねてこ
られたパーンドゥランガ神を待たせてまで、両親に奉仕した
⻘年。
https://sathyasai.jp/discourses/discourses/d_19870506.html
※４ナーラダ（仙）：世界に信愛を広めるためにブラフマー
が創った聖者。ナーラは「知識」、「ダ」は「与える者」の
意。いつも神の御名と栄光を歌っていたことで知られる。
ヴィーナの創作者でもあり、ヴィーナを携えて三界を⾃由に
⾏き来する。
※５ヴィシュヌ神：宇宙を維持し守護する役割を担っている
神。
※６バガヴァットギーター：インドの⼤叙事詩『マハーバー
ラタ』の中の詩。マハーバーラタの戦いの前にマーヤーに
よって戦う意気を失ったアルジュナにクリシュナが説いた御
教え。
※７ソーハム：so=神である、それである aham=私は。 私
は神である。我は神なり
我はそれなり。
※８ラーマーヤナ：ヴィシュヌ神の化⾝ラーマの物語。イン
ドを代表する⼤叙事詩の⼀つ。
※９ハヌマーン：『ラーマーヤナ』に登場する猿。ラーマを
深く信愛し献⾝をささげた。⾵の神の⼦で空が⾶べたため、
⾶んで薬草をとりに⾏ったり、海の上を⾶んでランカを偵察
に⾏ったりと、多⼤な貢献をした。
※１０シーター：トレーターユガの神の化⾝ラーマ王⼦の
妃、妻としての理想のダルマを世に⽰した。
※１１ランカー：『ラーマーヤナ』の悪⻤ラーヴァナの王
国。

活からも理解することができる。もし何かに間違
いがあるなら、または何か良くないことが起きた
なら、⼀度そこを離れてみることができる。そこ
から学ぶことができれば私たちは成⻑することが
できる。決して世界が悪いところだと考えるべき
ではない。世の中にある良いものを探すべきだと
思う。それが、私たちがより良い⼈間になれるの
かどうかということだと思う。確かに世の中でた
くさん良くないことが起こっているのを⽬にする
ことができるが、世界では同時に良いこともたく
さん起きている。だから、良いものを⾒るべきで、
私たち⾃⾝にインスピレーションを与えていくべ
きだと思う。そして悪いものを⾒ないように。そ
れがどのように成⻑していけるかということだと
思う。」

… ③ 疑念に苛まれるときにも、⾃分の実在のな
かにしっかり留まるには何が必要か？

「何か疑念に苛まれた時どうやって幸せでいる
ことができるのか、そういう観点から答えてみた
い。⼈⽣のいかなる段階においても何かの疑いを
もつことは⼈間としてとても⾃然なこと。ただ、
深く考えたときにだけそのような疑念をもつこと
がある。たくさんの疑念をもつことは良いことで
はないが、疑念をとおして明らかにすることがで
きることがある。霊性においても多くの種類の疑

念をもつことがあるだろうと思う。ある時には疑
念をとおして神の恩寵がもたらされることがある
が、疑念に対して多⼤な⼒を与えないようにする
必要がある。また、やはり疑念は信仰によって解
決することができ、私たちはまた⼈⽣において幸
せになっていくことができると思う。」

ババ様の御⾔葉

「創造世界のすべてのものを、善と⾒なしなさ
い。苦しみや痛みも善です！期せずして痛みや苦
しみを経験したら、「これは私にとって善いこと
だ、これは私にとって善いことだ」と⾃分に⾔い
聞かせなさい。称賛も⾮難も同じように扱い、た
とえ⼈から罵倒されても平気でいなさい。これが
推奨されるヨーガであり、犠牲を払うことが推奨
される道です。平静に優るヨーガはなく、犠牲に
優る道はありません。これは、純粋さと神聖さを
得るための最良の道です。」

２０００年５⽉１５⽇
https://sathyasai.jp/discourses/discourses/d_20000

515pm.html

https://sathyasai.jp/discourses/discourses/d_20000515pm.html
https://sathyasai.jp/discourses/discourses/d_20000515pm.html
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盛岡グループ
盛岡グループ発⾜２０周年記念祭報告

オーム シュリ サイラム

2003年6⽉、盛岡グループは発⾜しました。そし
て６⽉１８⽇（⽇）、２０周年記念祭が⾏われま
した。当⽇は東京からお招きしたBro.Oを含めて
合計１１⼈が集い、スタディーサークル(ババ様の
御教え勉強会)やバジャン（神への讃歌）をスワミ
※１に捧げました。

２０周年記念祭にあたり、何をテーマにするか
事前にグループ内で話し合った結果、「終活」
「霊性修⾏」「クシャマ（忍耐、寛容）」という
キーワードが出されました。それをもとにBro. O
にスワミの御⾔葉をご準備いただき、スタディー
サークルを⾏いました。

まず、はじめに、現在世界中で注⽬されている
⽣成AI「ChatGPT」を使って、いくつかのテーマ
についてスワミがどのように説いておられるか検
索しました。Bro. Oが質問事項をパソコンの画⾯
に打ち込むと数秒で、しかも⾃然な⽇本語でまと
まった返答が作成されるので、全員があっけにと
られました。これは蓄積されたデータを瞬時に整
理し、つなぎ合わせて作られるものだそうです。
⽣成AIはその点で⻑けているものの、⼈間のよう
に御⾔葉を糧に霊的に成⻑し、最終的に解脱する
ことはできない、ということがBro. Oより語られ

ました。周囲と協⼒してセヴァ（奉仕）を⾏うの
も⼈間だからこそできることであり、⼈として⽣
まれてきた⽬的を問い直す機会になりました。
次に「⾝体・⾁体」についてのスワミの御⾔葉を
読み、それについて意⾒を交わしました。いくつ
か御⾔葉のうち、「・・・⾁体の執着を⼿放すこ
とはとても簡単です。どうして⼈々がそれをでき
ないのか私には不思議でなりません！」という御
⾔葉に多くの参加者から、ため息が漏れました。
例えば空腹感、家族や愛する⼈への強い思いも⾁
体への執着としてとらえるならば、⼿放すのは簡
単ではないことです。⼀⽅で⾁体への執着がある
が故に苦しみや悲しみは深くなるのではないか、
という意⾒も出され、⼿放すべきもの、そうでは
ないものを感じ取ることの⼤切さについて考える
時間となりました。
次にクシャマについての御⾔葉を読み、「クシャ
マがなければ何が起きるか？」といったテーマで
話し合いました。「それが無いと最終的に欲望が
増⼤して⾃分で⾃分を壊すことになる」「神への
畏れがクシャマの根本として必要ではないか」
「⾔葉遣いなどの技術的なことではなく、もっと
根本的な霊的成⻑の要素がクシャマではないか」
「そもそも何に対して、クシャマが必要なのか、
周囲か、⾃分か」「クシャマが必要なのは感情や
エゴを⼿放すためではないか」「耐え忍んで何も
主張しないのはクシャマの解釈として正しいこと



今回はスタディーサークルの意義についても改
めて考える機会となりました。Bro. Oから翻訳の
限
界についてお話がありました。御⾔葉はいくつか
の⾔語を経て翻訳されるため⽇本語訳が真の意味
を捉えているとは限らないということです。それ
ゆえスタディーサークルで意⾒を共有することで
真の御⾔葉の意味を⽴体的に捉えることができる
のだそうです。「輝きを放つダイヤモンドの⼀⾯
⼀⾯をみんなで⾒つけて共有する場」「正しい、
間違いはない気づきの場」というお話をいただ
き、改めてその意義を実感できたひとときとなり
ました。

盛岡グループではスワミ御降誕１００周年記念
ビジョンに関する⽬標を「⼀⼈ひとりが⾃分は何
者か？を問い続け、その気づきを共有する」とし
ています。今回の記念祭はまさにその場となった
ように思います。今後も「⾃分は何者か？」とい
う問いを持ち続けながら２１年⽬の歩みを進めて
いきます。

サイラム

※1スワミ：聖者などの尊称、ここではサイ・ババ様のこと。

なのか」など、たくさんの意⾒、疑問が出まし
た。話し合いの最後の段階で「クシャマを『愛』
に置き換えてみると、⾒えてくるものがあるので
は？」という意⾒が出されました。「クシャマ」
をテーマに、⼀⼈ひとりが新たな気づきを与えら
れる機会となりました。

最後に「全託」に関する次の御⾔葉を読み合わ
せた後に話し合いを⾏いました。「活動のすべて
を神に捧げ、活動を主の仕事を⾒なし、神へのゆ
るぎない信仰をもって活動を遂⾏すれば、わずか
な努⼒か努⼒なしでも成功を勝ち取ることができ
ます。⼈間の努⼒では何事も起きないことを固く
確信しなさい。」――その中で「では、そもそも
努⼒とは⼀体何なのか？」といった疑問が出さ
れ、それに対してBro. Oから「努⼒の主体は誰で
しょうね？」という投げかけがありました。それ
を踏まえ「⾃分の⾏為を神様と⼀致させようとす
ることが⼤切ではないか」「霊性修⾏を積み重ね
ることで神様に導かれ、成功につながるのではな
いか」といった意⾒が出されました。⾃分の⾏動
の「⾏為者」を常に意識することが私たちにでき
る「努⼒」ではないかと感じさせられました。

最後に、無事にこの⽇を迎えて兄弟姉妹が集
い、気づきを深めることができたことへの感謝を
込めてバジャンを捧げ、記念祭は終了しました。
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⾊鮮やかな菜⾷弁当全体の様⼦
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